
33

地域政策学ジャーナル，第８巻 第１号第２号合併号

豊田珍彦『豊橋地方空襲日誌』を読む（７）

阿部　聖

Introduction of the Diary of Air-raid in Toyohashi Area during the Pacific War 
Written by Uzuhiko Toyota, Part ７

Sei Abe

要約：いよいよ日誌の四冊目に入る。本号では，３月中の B-29による大規模爆撃を概観すると共に，３月
５〜19日までの15日間の日誌を読み進めていく。米軍は，３月10日の東京空襲から従来の昼間高高度精密爆
撃，主に航空機工場をピンポイントで狙い一般目的弾を投下する爆撃から，夜間低高度から集束焼夷弾を投
下して市街地を焼き払うという爆撃に大きく方法を転換した。「焼夷電撃戦」と名付けられたこの作戦は，
東京につづいて名古屋（12日，19日），大阪（14日），神戸（16日）を対象に計５回行われ，都市壊滅作戦の
始まりを告げるものとなった。日誌は豊橋からこの様子を見つづける。

キーワード：夜間低高度焼夷爆撃，焼夷電撃戦，集束焼夷弾，焼夷区画，東京，名古屋，大阪，神戸

＜前号からつづく＞

『豊橋地方空襲日誌』　四

はじめに
この紀元節，東海軍管区となつたのを機会に册を改
めたが，敵の来襲は僅かに十三日目のけふ八十回か
ら百二十回に飛躍したので，前例により改めて第四
冊に筆をとることにした。
顧るに，この間，敵の来襲は相当激化して来て，帝
都など彼の関東大震災時に髣髴たるものがあるらし
く，お隣の名古屋も浜松も中々ひどくやられたとの
風評だが，この地方では，市内は十五日に向山町，
十七日艦載機により大崎飛行場が，更に三月四日多
米町と下条町がやられ，市外でも数回に数ヶ所がや
られた。けれど，仰々しいといふ程の被害はなかつ
たのが何よりだつた。
然し情勢は極めて悪い。いつどんな事態が発生せん
とも限らぬ。だがその時はその時で臨機応変の処置
をとるまでと，腹を据へ胆を太くして居るより仕方
がない。兎に角，昭和二十年のことしは，我国とし

て危急存亡の秋だ。何が何でも挙国一致，太く逞し
く敵に当るより仕方がない。戦ひは最後の一分間に
ある。ここに決意を新たにして第四冊に筆をとるこ
とにした。

昭和二十年三月五日　 豊田珍彦

［解説］日誌の記述は，すでに３月４日に敵機の
来襲回数120回（あくまで日誌の筆者が数えた
機数）をもって三冊目を終了し，いよいよ四冊
目に入る。それは，豊橋地域は被害が少なかっ
たが，「この間敵の来襲は相当激化して来て，
帝都など彼の関東大震災時に髣髴たるものがあ
るらしく，お隣の名古屋も浜松も中々ひどくや
られた」らしいという記述で始まっている。日
誌の筆者が危惧するように空襲はますます激し
さを増し，その被害も深刻化しつつあったが，
ようやく対日戦略爆撃の第一幕が終わったに過
ぎなかった。前号でも予告したように米軍は，
３月に入って，B-29の爆撃方法を大きく転換し
ていくことになる。

　　このような転換を確認しておくため，日誌の
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び，ここに夜間低高度での焼夷空襲を開始し
た。さらに，３月末からは特攻の基地となって
いる九州地域の飛行場の爆撃（２回）および下
関海峡への機雷投下（２回）が開始された。

　　第31表は，３月中の B-29による大規模爆撃
を出撃機数，投下爆弾，投弾時間，投弾高度の
順に整理したものである。比較のために２月25
日の東京市街地に対する爆撃データを加えてい
る。同表から判明することを整理すると，第１
に，３月10日から３月19日の焼夷電撃戦は，３

内容に入る前に，1945年３月の空襲の状況を米
軍資料により整理しておきたい。第30表は，３
月中の B-29による大規模爆撃作戦についてま
とめたものである。計12回の作戦のうち，３月
５日，３月25日，３月30日の３回は，従来から
の航空機工場に対する爆撃，３月10日から３月
19日にかけての５回の爆撃は，新たに参加した
第314航空団を含めた３航空団による４都市の
市街地に対する焼夷弾爆撃であった。米軍は，
この作戦を「焼夷電撃戦（Fire Blitz）」と呼

第30表：1945年３月の大規模爆撃
月日 主要爆撃目標 航空団（出撃機数） 月日 主要爆撃目標 航空団（出撃機数）

３月５日 中島飛行機武蔵製作所 73・313（192） ３月25日
三菱重工名古屋発動機
製作所

73・313・314（249）

３月10日 東京市街地 73・313・314（325） ３月27日
九州地域（太刀洗・大
分飛行場・大村航空工
廠）

73・314（161）

３月12日 名古屋市街地 73・313・314（310） ３月27日 機雷敷設（下関海峡） 313（102）

３月13日 大阪市街地 73・313・314（295） ３月30日
三菱重工名古屋発動機
製作所

314（14）

３月16日 神戸市街地 73・313・314（331） ３月30日 機雷敷設（下関海峡） 313（94）

３月19日 名古屋市街地 73・313・314（310） ３月31日
九州地域（太刀洗機械
工場・大村飛行場）

73・314（149）

（出所）小山仁示訳『米軍資料　日本空襲の全容』東方出版，1995年より作成。

第31表：1945年２～３月の市街地爆撃の投下爆弾，爆撃時間，爆撃高度
月日 主要目標 出撃機数 主要投下爆弾 投弾時間 投弾高度（ft）

２月25日 東京市街地 229機 E46，M64 13：58〜15：52 23,500〜31,000
３月４日 中島飛行機武蔵製作所 192機 M66，M64，M17A1 08：45〜09：51 25,100〜28,900
３月10日 東京市街地 325機 E28，E46，M47A2 00：05〜03：00 4,900〜9,200
３月12日 名古屋市街地 310機 E46，M47A2 00：09〜03：17 5,100〜8,500
３月13日 大阪市街地 295機 E28，E36，E46，M47A2 23：57〜03：25 5,000〜9,600

３月16日 神戸市街地 331機
E36，E46，E28，M17，
M76，T4E4

02：29〜04：52 5,000〜9,000

３月19日 名古屋市街地 310機
M47A2，M17A2，E28，
E46，E36，M76

02：04〜04：48 4,500〜9,000

３月25日
三菱重工業名古屋発動
機製作所

249機 M64，M76，M17A1，M81他 00：00〜01：17 5,800〜9,000

３月27日 太刀洗・大分飛行場他 161機 M64 10：40〜11：20 14,500〜18,000
３月27日 下関海峡 101機 Mark25，Mark26，Mark36 22：37〜01：06 4,500〜5,400

３月30日
三菱重工業名古屋発動
機製作所

14機 M64，M26，M46，M76 23：46〜00：50 6,800〜7,900

３月30日 下関海峡 94機 Mark25，Mark26，Mark36 23：53〜02：48 4,700〜8,200

３月31日
太刀洗機械工業，大村
飛行場他

149機 M64，M43 22：40〜23：42 14,500〜17,500

（出所）工藤洋三企画・制作『XXI Bomber Command Tactical Mission Reports Mission No.26〜 No.331』（2009年版）およ
び小山仁示訳『米軍資料　日本空襲の全容』東方出版，1995年より作成。
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は損失機の増加につながることが危惧されたも
のの，３月10日の東京大空襲の14機という数字
を除けば，昼間高高度で行われた従来の爆撃作
戦と損失機の数が格段に増えたということはな
かった。1945年２月の出撃機数に占める損失機
の割合と同年３月のそれを比較してみても，３
月に同割合が増加したという事実は見られな
い。

　　ルメイは，夜間低高度の爆撃の決定について
次のように回想している。「私は偵察写真をな
がめてみて，・・・低高度用の対空火器がない
ことに気づいた（日本軍は高射砲も少なかった
が，高射機関砲はもっと少なかった）。そこで，
低空を飛べば燃料消費が少なく，そのぶん爆弾
を多く積め，とりわけ夜間なら成功の可能性が
高い，理にかなった作戦が思い浮かんだ。状況
を判断し，戦法の革新の必要性を再認識のの
ち，日本の都市産業地域に対する，焼夷弾を用
いた低高度爆撃を決定するにいたったのだっ
た。・・・攻撃をかける立場から見ると，唯一
の問題は損失率にあったが，損失機数の増加な
く，低高度爆撃は成功する，とわれわれはソロ

航空団，300機を超える大規模なものであり，
投下爆弾は E28や E46などの M69集束焼夷弾
が中心であった。第２に，投弾高度は，夜間爆
撃が始まった３月10日から，それまでの爆撃高
度に比べて，約5,000〜9,000フィートと，極端
に低高度になった。このような低高度からの爆
撃は初めてのことであった。第３に，投下時間
では，３月４日の中島飛行機と27日の太刀洗・
大分飛行場以外の爆撃は，深夜から払暁にかけ
て行われている。第４に，３月４日の中島飛行
機武蔵製作所と３月25日・30日の三菱重工名古
屋発動機製作所への爆撃は，従来からの爆撃を
踏襲したものに見えるが，後者の２回は投弾時
間，投弾高度に大きな違いがある。

　　次に，出撃機数に占める第１目標および第２
目標投弾機数，損失機数，死者・行方不明者に
ついてみてみよう（第32表参照）。第１に，と
くに３月10日以降の５回にわたる市街地焼夷爆
撃では，第２目標は設定されず，出撃機に占め
る第１目標投弾機の割合は，目標上空の天候に
かかわりなく，当然のことながら，極めて高い
ものとなった。第２に，夜間低高度の爆撃作戦

第32表：1945年２月～３月のマリアナからのB29本土空襲

月日 第１目標 第２目標
目標上空
の天候

第１目標
投弾機 / 出撃機数

第２目標
投弾機

その他
有効機

損失機
死者・（　）
内不明者数

２月25日 東京市街地 なし 10/10 172/229 　0 29  1 23（ 0）

３月４日
中島飛行機武蔵
製作所

東京市街地 10/10 0/192 159 18  1  2（ 0）

３月10日 東京市街地 なし 3/10 279/325 　0 20 14  3（93）
３月12日 名古屋市街地 なし 2/10 285/310 　0  6  1  0（ 8）
３月13日 大阪市街地 なし 5-6/10 275/295 　0  5  2  0（ 9）
３月16日 神戸市街地 なし 1-3/10 307/331 　0  1  3  0（32）
３月19日 名古屋市街地 なし 2/10 291/310 　0  0  1  0（ 0）

３月25日
三菱重工名古屋
発動機

なし 3-5/10 223/249 　0  3  5  0（52）

３月27日
太刀洗・大分飛
行場他

なし 1-7/10 152/161 　0 31  0  0（ 0）

３月27日 下関海峡 なし 0-8/10 97/102 　0  0  5  0（32）

３月30日
三菱重工名古屋
発動機

なし 10/10 12/14 　0  0  0  0（ 0）

３月30日 下関海峡 なし 0-8/10 87/94 　0  0  5 10（ 0）

３月31日
太 刀 洗 機 械 工
業，大村飛行場
他

なし 0-3/10 136/149 　0  0  1  1（ 0）

（出所）前表に同じ。
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爆弾量を見積もるためであったと言われてい
る。

　　なお，３月中に投下された爆弾について改め
て簡単に整理しておきたい４）。E46，E36，E28
は集束焼夷弾で，いずれも M69を38発集束し
た爆弾（クラスター）であるが，E46，E36，
E28の重量はいずれも公称500ポンド。名称，
重量の違いは，集束機（アダプター）の違いに
よる。

　　また，M17A2，M47A2，M76は焼夷弾である。
M17A2は４ポンド，テルミット・マグネシウ
ム弾 M50を110発集束したもの，M47A2は100
ポンドナパーム弾，T19集束器で６発ずつ束ね
て投下したとされる。M76は，500ポンド焼夷
弾で大型のナパーム・マグネシウム弾である。
後述するように，実際の焼夷空襲に際しては，
先導機が M47A2を投下して大火災を発生させ
るととともに，後続の本隊が M69集束焼夷弾
を投下する時の目印とした。

　　M64と M43，M66は，一般目的弾で重量は
M64と M43が500ポンド，M66が2000ポンドで
ある。M26と T4E4は，いずれも20ポンド M41
破砕爆弾を20発集束，総重量400ポンドの爆弾
であり，消化活動を妨害するために焼夷弾に混
投された。M46は照明弾である。

　　Mk25，Mk26，Mk36は，いずれも沈底機雷で，
Mk25は2000ポンド，円筒型，Mk26と Mk36は
1000ポンドで前者は爆弾型，後者は円筒型であ
る。

　　以上のように，３月には入念に準備されてき
た都市への焼夷攻撃を本格化した。その詳細つ
いては後述することになるが，東京，名古屋，
大阪，神戸，４都市に対する爆撃では，３航空
団の合計300機を超える B-29を動員して，夜間
低高度でおもに M69を集束した焼夷弾はじめ

バンをはじいた１）」。
　　また夜間低高度爆撃の決定は，爆撃環境や爆

撃精度を大きく変化させた。ルメイは次のよう
にも述べている。「夜間に日本上空の雲はまば
らになり，ロラン（Loran）受信機はクリア
で，航行を容易にした。低高度爆撃航程は燃料
消費を減少させ，それによって爆弾搭載量を増
大させることを可能にした。また B-29のエン
ジンと機体の寿命を延ばし，最も重要なことだ
が，爆撃精度を高めた。帰りの飛行では，B-29
は硫黄島近くのどこかで早い夜明けを迎え，損
傷を受けた航空機を容易に不時着させることが
できた。結果は目を見張らせるものがあった２）」。

　　ただ，こうした焼夷空襲への転換は，ルメイ
が第21爆撃機集団司令官に就任する以前から
着々と準備が進められていた。陸軍航空軍最高
司令官 H.アーノルドが日本の都市に対する焼
夷空襲の研究を命じたのは，1944年10月14日で
あった。工藤洋三（2015）『日本の都市を焼き
尽くせ！都市焼夷空襲はどう計画され，どう実
行されたか』が詳しく明らかにしているよう
に，将来の選択肢として日本に対する焼夷空襲
に関する計画はすでに1943年にスタートし，日
本の年に焼夷区画を設定するとともに，M69焼
夷弾を開発して，44年10月までに焼夷空襲の理
論を確立，複数の火災発生試験を行ってデータ
を蓄積していた。それをもとに，焼夷区画１号
に大火災（appearance fire ＝制御不可能な火
災）を発生させるために必要な１平方マイル当た
りの焼夷弾量を試算した（１−４頁，15−38頁）。

　　こうして，前号で述べたように１月３日に名
古屋市街地，２月４日に神戸市街地，そして２
月25日には東京市街地に対して試験的焼夷空襲
が実施された３）。この３回の爆撃は白昼行われ
たが，それは大火災を引き起こすために必要な

　 　
１）ルメイ / イェーン / 渡辺洋三訳（1991）『超・空の要塞：B-29』朝日ソノラマ，199頁。
２） John F. Fuller （1990）, Thor’s Legions：Weather Support to the U.S. Air Force and Army 1937-1987 , American 

Meteorological Society, p.203.
３） １月３日の名古屋市街地，２月４日の神戸市街地，２月25日の東京市街地に対する爆撃については，それぞれ本誌第２

巻第２号，第６巻第１号，第７巻第１号を参照されたい。
４）奥住喜重（2006）『B-29 64都市を焼く』（揺籃社）37−38頁参照。焼夷弾については工藤洋三（2015）６−14頁参照。
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された。日誌は敵機侵入の様子について「一機
づつで次々に紀州方面から志摩半島を経，東北
進してくるらしい。それが三機となり五機とな
り八機となり，遂に十機以上となつた」と記し
ている。これらの何機かが４回にわたり豊橋上
空または近くを通過していき，０時40分に警報
は解除となった。

　　米軍資料（第33表）によれば，３月５日は気
象観測爆撃機２機（WSM256，WSM257）と第
313および314航空団のレーダースコープ写真撮
影任務の B-29（313RSM1，314RSM3）がそれ
ぞれ２機と10機来襲した。WSM256（沖縄地域）
は爆弾を搭載せず，WSM257（東京）は500ポ
ンド GP18発を投下したことになっている。また，
313RSM1（九州北西部海岸）の２機のうち１
機が500ポンド GP4発を門司に投下，314RSM3

（名古屋・和歌山）の８機のうち７機が500ポン
ド GP 合計24発をレーダー投下したことになっ
ている。爆撃の詳細については米軍資料からは
不 明 で あ る が， 名 古 屋 空 襲 を 記 録 す る 会

（1986）によれば，B-29，11機が23時55分〜０
時36分に「広正面波状侵入」して港区他（東邦
化学工業，名古屋港など）を爆撃した。ただ，

「県下ニ投弾セルモノ四〜五機ト推定」として
いる（17頁）。

　　第314航空団がテニアン島を基地として第21
爆撃機集団に合流したのは２月25日で，大規模
爆撃作戦に参加するのは，後述するように３月
10日からであるが，３月に入ると同航空団所属
機はレーダースコープ写真撮影任務で８〜10機
ずつ出撃し，夜間に日本に爆弾を投下した。筆
者の推測では，新らたに合流した部隊の訓練を
兼ねていたものと考えられる。

　　日誌が記している23時30分頃の警戒警報は，
日本側の発表と機数は異なるが，314RSM3の
８機に対するものであろう。それ以外の３回の
来襲は，飛行コースの関係からか警報の対象に
ならなかった５）。

とする焼夷弾を投下した。また，航空機工場に
対する爆撃も並行して続けられた。こうた点を
念頭におきつつ，第６巻第１号につづけて３月
５日からの日誌を読んでいくことにしよう。

空襲日誌　第四冊
三月五日（月）

（121）風が雨を呼んだか，雨が風を呼んだか，激し
い吹き降りの真最中，時も連夜同じ十一時半頃，い
つもの手で敵の十数機がやつて来た。
明年度町内会長詮

マ

考
マ

のことで少し寝るのが遅くな
り，まだうつらうつらしてゐた所へサイレンが鳴り
出したので，すぐ起きいでて，雨中，組を一巡し伝
達する。壕にあつたものは，雨模様のため寝る前に
とり出して置いた。情報によると敵は，一機づつで
次々に紀州方面から志摩半島を経，東北進してくる
らしい。それが三機となり五機となり八機となり，
遂に十機以上となつた。その先登機が渥美郡西方に
迫るときいて，亡くなった子供の写真をつれ婆さん
と壕にもぐる。
やがて，風の音に和して例の爆音が南天にきこへ待
避の鐘がなる。これが通過すると第二がやつて来
た。爆音は次第に大きくなり風の音を圧して壕に鳴
りひびく。真上を通つてゆくらしい。投弾を覚悟し
落下音に耳を傾けてゐたが，遂にそのことなく通
過。それからやや暫くあつて，第三が遠くの方を通
る爆音がきこへる。そのころになると敵も大方脱去
してゆくらしい。○時半頃，第四のやつが西からや
つて来た。まだ上空に爆音を轟かせつつあるのに，
情報では浜名湖の南方洋上に出たとて，同じく四十
分警報が解除になつた。然し解除どころか壕から出
ることも出来ない。五分許りたつと，爆音も漸くあ
なたの空に消えたので壕から出て解除を伝達した。
こうして情報にばかり頼ることなく情況の判断が極
めて必要なことをつくづく味つた。

侵入十一機　内名古屋へ七機　若干投弾して脱去

［解説］３月５日は23時30分頃に警戒警報が発令

　 　
５） 原田良次（1973）『日本大空襲（上）』（中公新書）は，３月５日については，０時15分〜２時５分にかけて B-29，７機，

14時30分と19時０分に B-29各１機と記している（199〜200頁）。最初の７機は，314RSM2（東京），最後の１機は
WSM257（東京）であろう。
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る近くになると薄日さへ洩れるやうになつた。何処
でも此処でも待避壕に侵入した雨水の汲み出しに忙
しい。十一時半，昼食の箸をとらうとした処へ警戒
警報が発せられた。早速合図を打つて組内へ知らせ
ると共に大急ぎで食事を済ました。
敵は浜名湖方面から一機で侵入したとの情報に待機
すると，こやつ浜松の北方で旋回した後，富士山西
方に進み，東部管内に侵入したので僅か十五分許り
で警報は解除された。この敵はやがて駿河湾に出，
洋上に脱去したが，更にそのころ浜名湖をめざし北
上する敵一機があつた処，これは洋上を東北進し，
前機の後を追つて脱去したらしくそのまま消息を絶
つた。
　 侵入一機　浜松より東進　東部管内へ

　　なお，『朝日新聞』（1945年３月６日付）は「五
日早暁 B29十機はそれぞれ一機づつ浜松附近よ
り本土に来襲，午前零時半頃より同二時半頃に
わたり逐次帝都に侵入，爆弾，焼夷弾を投下し
たが，被害は殆どなかった」「敵 B29一機は五
日午後七時ころ関東地区に来襲した」などと報
じた。名古屋方面に向かった B-29については
言及していない。また，同紙はこの日も「敵は
月明を利し夜間来襲機数が漸次多くなつて来た
が，これは夜間の大来襲を企画するものと予想
され厳戒を要する」と記した。

三月六日（火）
（122）天候は朝来回復に向ひ，北風は猛烈だが，ひ

第33表：1945年３月５～９日の気象観測爆撃機及び写真偵察機

月日 作戦
出撃時刻
（K 時）

出撃時刻
（日本時）

到着予想時刻
（日本時）

帰還時刻
（K 時）

目標（地域）

３月５日
（月）

WSM256 050613K 50513 51213 S052115K 沖縄地域
313RSM1 051250K 51150 51850 T060357K 九州北西部海岸線，２機出撃
WSM257 051330K 51230 51930 S060224K 東京
314RSM3 051745K 51645 52345 G060900K 名古屋・和歌山，８機出撃

３月６日
（火）

WSM258 052100K 52000 60300 G061215K 呉・高知地域
3PRM67 （060235K）＊ ［060135］ ［060835］ G061635K 西南諸島地域
WSM259 （060725K）＊ ［060625］ ［061325］ G621125K 九州地域
WSM260 （060805K）＊ ［060705］ ［061405］ S062205K 東京地域
WRM4 − − − G061810K マリアナ地域

313RSM2
061557K 〜
061623K

061457〜
061523

062157〜
062223

T070740K 大阪西海岸線，２機出撃

313RSM4
061702K 〜
061753K

61002 62302 G071033K 静岡エンジン工場，10機出撃

３月７日
（水）

WSM261 062127K 62027 70327 S071230K 佐伯
3PRM68 070342K 70242 （中止） G070729K 東京
WSM262 070615K 70515 G072155K 沖縄地域
WSM263 070630K 70530 G071927K 浜松・東京地域

３月８日
（木）

WSM264 071925K 71825 80125 松木？
3PRM69 080303K 80203 80903 G081815K 東京
3PRM70 080322K 80222 80922 081810K 名古屋地域
WRM5 080338K 80238 G081500K マリアナ地域
3PRM71 080342K 80242 80942 081810K 玉島
3PRM72 080310K 80210 80910 081815K 東京
WSM265 080608K 80508 81208 G082000K 九州地域
WSM266 080619K 80519 81219 G082050K 神戸−京都地域

３月９日
（金）

3PRM73 090217K 90117 90817 東京
3PRM74 090022K 82322 90622 G091430K 下関海峡

注：＊は，元資料に出撃時刻の記載がないこと，−は不明を示す。
　　（　）内の時間は帰還時刻から逆算（14時間マイナス）した推定の出撃時刻（K 時）。
　　［　］内の時間は推定出撃時刻（K 時）を日本時間に換算（１時間マイナス）。

（出所）「作戦要約」より作成。
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橋と浜松は距離が近いとはいえ，両市の警戒警
報の発令にはしばしば違いが見られる。

　　３月６日から７日にかけての『朝日新聞』に
よる B-29来襲の記載は以下の通りである。同
紙は，５日「七機が各一機をもつて午後十一時
半より約四十分間にわたり相次いで和歌山，阪
神，名古屋附近に侵入，投弾したが被害軽微，
さらに一機は六日午前四時ごろ広島，松山附近
に侵入したが投弾なき模様，天候の良，不良に
拘らず夜間来襲の増加しつつあるのは厳戒を要
する」（1945年３月７日付）と報じた。５日か
ら６日にかけての７機は314RSM ３と６日午前
４時の１機は WSM258である。

　　また，「六日午後十一時頃より七日午前五時
ころまでに左の如く本土各地に来襲した。一，
一機七日午前零時関東東部を行動したが投弾な
し，二，三機は各一機ごとに六日午後十一時過
より七日午前一時頃の間静岡，山梨両県を行動
し一部静岡に投弾したるも被害なし，三，一機
六日午後十一時ころより約一時間大分，広島，
岡山県下を行動，岡山附近に投弾したるも被害
なし，四，一機七日午前零時ころ四国を行動，
高知市に投弾したるも被害殆どなし，五，一機
七日午前一時過淡路島，神戸附近を行動，投弾
なし，六，午前五時ころ高知県西部に侵入間も
なく脱去した」（1945年３月８日付）と報じた。
一から五は，機数は合わないが313RSM4の10
機のいずれかに対応するものと思われる。六
は，WSM261であろうか６）。

　　前号で述べたように，グアム島に新たに進出
した第314航空団は，２月25日の東京空襲から
参加したが，３月３日からは短期間とはいえ，
複数機による夜間のレーダースコープ写真撮影
の任務にあたった。３月５日から第313航空団
の B-29もこれに加わった。これらは，来るべ
き夜間空襲に備えてレーダー航行による爆撃訓
練も兼ねていたものと思われる。

［解説］前日の日誌には「壕にあつたものは雨模
様のため寝る前にとり出して置いた」とあり，
また，６日の天候は朝から回復に向かったもの
の，「何処でも此処でも待避壕に侵入した雨水
の汲み出しに忙しい」と記している。日誌の筆
者が暮らす地域には少なからぬ待避壕があった
と読み取れる。ただ，待避壕は雨に弱く，雨の
度に運び入れたものをとり出し，雨があがれば
流れ込んだ水を汲み出さなければならなかっ
た。

　　この日は，23時30分に警戒警報が発令された
が，浜名湖方面から侵入した１機は東部管内に
去り，15分ばかりで警報は解除された。６日の
日誌が記したのはこの１機のみである。米軍資
料（第33表）によれば，６日には気象観測爆撃
機３機（WSM258［呉・高知地域］，同259［九
州地域］，同260［東京地域］，いずれも爆弾を
搭載せず），写真偵察機１機（3PRM67［西南
諸島地域］），そしてレーダースコープ写真撮影機

（313RSM2［大阪西の海岸線，２機］，314RSM4
［静岡，東京，神戸，10機］）が来襲した。日誌
の23時30分の警戒警報は314RSM4と考えられ
る。静岡の目標は「エンジン工場」となってい
るが，これは，三菱重工静岡発動機製作所のこ
とであろう。出撃した10機のうち８機が500ポ
ンド GP27発，500ポンド焼夷弾16発を投下し
たとされている。また，７日には気象観測爆撃
機 ３ 機（WSM261〜263）， 写 真 偵 察 機 １ 機

（3PRM68［東京］）が来襲したことになってお
り，このうち WSM261（佐伯）は500ポンド
GP10発を投下したことになっているが，日誌
には記載がない。翌８日の日誌の冒頭に「一昨
夜から今朝まで五十時間余り敵機にも見舞はれ
ず」とあるので，警戒警報は発令されなかった
といえよう。

　　ただし，『豊西村空襲記録』によれば，豊西
村（現・浜松市東区豊西町）では５日３回，６
日２回，７日１回の警報発令が発令された。豊

　 　
６） 原田良次（1973）上は，６日は，12時０分に少数機，24時過ぎ１機，３時０分に１機の記載（200頁）があるが，後の

２回は日にちの特定が難しい。
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せた帰途のことで，「帰宅をいそぐ学童等に交
つて帰宅」した。10時30分に警報解除となる。
その後，12時50分に再び警戒警報が発令され，
敵機は名古屋に向かったが，すぐに引き返すこ
となく13時35分に警報解除となった。しかし，
まもなく同機が引き返してきて13時45分，３度
目の警戒警報が発令されたものの約10分後に解
除となった。

　　米軍資料（第33表）によれば，３月８日に日
本に来襲することになっている B-29は WSM264
〜 WSM266の３機の他に3PRM69〜3PRM72の
４機，計７機であった。WSM264（松木？）
500ポンド GP10発を投下した。この日それ以
外の気象観測機は爆弾を搭載しなかった。日誌
の警戒警報は3PRM70（名古屋地域）に対する
ものと考えられる。

　　『朝日新聞』（1945年３月９日付）は「八日午
前九時ころより同十一時半頃までの間 B29延五
機が関東，東海，中部地区に侵入，偵察の後何
れも投弾することなく脱去した。すなわち午前
九時四十分ころ三機が各一機づつ伊豆方面より
山梨，帝都附近を経て九十九里浜より脱去，同
じく午前十時ころ一機が尾鷲附近より侵入四日
市名古屋南部，岡崎方面を経て遠州灘より脱
去，同午前十時五十分ころ一機が四国方面より
侵入，瀬戸内海，阪神地区を経て熊野灘より脱
去した。更に B29一機が午後零時四十分頃紀伊
半島より侵入，名古屋，米原，敦賀附近を偵察
の後反転南下熊野灘より脱去した，投弾なし。
また B29一機は八日午前零時卅分頃より約一時
間に亘り広島，四国方面に来襲したが投弾の模
様なし」と報じた７）。

三月九日（金）
（126）已に六，七，八の三日，敵の夜間侵入を見な
いので大助かり。といつても，関東や四国，近畿に
は連夜侵入を見てゐるので油断は出来ない。それに
四日の大空襲からはや五日だから，整備の出来次第
もうそろそろ来る時分だ。その偵察のためか昨日も

三月八日（木）
（123）一昨夜から今朝まで五十時間余り敵機にも見
舞はれず，のんびりした。朝，市役所に出勤，所要
を済し，用便をかね萱町にあるとき，御前崎附近か
ら敵機侵入の情報があつたのですぐ辞去，帰途につ
いた所，鍛冶町までくると警戒警報が発令された。
帰宅をいそぐ学童等に交つて帰宅。情報をきくと，
侵入の敵は合せて四機（一機と訂正）だといふが，
どこから侵入しどこを荒したのか明かでない。
間もなく北方から爆音が聞へてきた。こやつ市の北
方を東南に進んでゆくらしいが雲で姿は見えない。
大方，浜名湖附近から洋上に脱去するつもりだら
う。十時半，果して敵は南方洋上に脱去し警戒警報
は解除となつた。
　 侵入一機　尾紀伊半島＝駿河湾へ

（124）午后○時五十分，第二の警戒警報が発令され
た。前のを第一波とすれば今度のは第二波だが，た
だ一機で熊野灘から志摩半島を経て伊勢湾に入り，
知多半島から名古屋に侵入したといふ。こやつが東
すれば，すぐ上空にくるので緊張して待ち構へた
処，それを裏切り西方に向ひ，大垣附近で旋回した
後，滋賀県に入り琵琶湖の東北から賎ヶ嶽を経，若
狭湾に出て仕舞つたので，一時三十五分，警戒警報
は解除された。
　 侵入一機　尾鷲附近より侵入　遠州灘へ脱去

（125）前の若狭湾に出た敵一機は，あれからシベリ
ヤにでも行くのかと思ふと，もといつた道を引返し
琵琶湖附近へやつて来たので，先の解除から十分許
りの一時四十五分，三度目の警戒警報だ。こやつ南
進して伊勢湾に出るか，東南進して浜名湖に出るか
と待機してゐると，前者を撰んで三重県上空を南
進，間もなく南方海上に脱去したとて，僅か十分許
りで警報は解除となつた。
　 前回と同一機

［解説］８日は一転，時間は不明であるが朝から
警戒警報の発令となった。市役所で所用を済ま

　 　
７）原田良次（1973）上，には「一◯◯◯ごろ三回 B29一機，東京へ」（2002頁）の記載あり。
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日露戦争の奉天会戦勝利を記念したものであっ
た。ただし，９日夜の大本営報道部の放送は

「今や戦局の推移は本土の決戦を予期しなけれ
ばならない・・・一億悉くが一丸となつて，難
局の打開に渾身の勇を揮はなければならない８）」
という深刻なものであった。

　　実は10日の午前零時過ぎから，米軍は東京地
域に対して，大規模な夜間焼夷空襲が行い，甚
大な被害を与えた。爆撃機の飛行コースが房総
または九十九里浜からの上陸と離岸だったため
か，豊橋地域では警戒警報は発令されなかった
ようである。この東京大空襲については，翌11
日の日誌に，新聞により確認したと思われる内
容に感想をまじえた記述がある。

　　既述のように，米軍は数度の試験爆撃を行
なって大都市に対して低高度からの大規模な焼
夷空襲を企図していたが，10日の東京空襲がそ
の実践の第１回目となった。また，第31表で見
たように73航空団161機，313航空団110機，314
航空団54機，合計325機が出撃した。そして，
日本時間で11日00時07分から03時00分にわたっ
て東京の焼夷区画１号の予め指定された照準点
を目標に爆撃を行った９）。

　　作戦任務報告書（No.40）の「まえがき」は，
さきにルメイの引用でふれた内容と重複する
が，３月10日の夜間低高度爆撃の優位性を次の
ように整理している。①従来の爆撃高度25,000
〜30,000フィートで遭遇する風力が120〜180
ノットであるのに対して，低高度では20〜25
ノットに下がる。②レーダースコープの映像が
より鮮明になる。③高高度への上昇が必要な
く，編隊が組まれないため，燃料消費の減少
に，また，尾部の機銃を除く武器の取り外しが
機体重量の低減に繋がり，飛行距離が伸びる。
④低高度の飛行はエンジンの負担を軽減する。
⑤爆撃高度を下げた結果として爆撃精度が高く
なる。⑥日本軍は効果的な夜間戦闘機をまだ開
発していない。

日中二度も少数機の侵入があり，今朝も午前九時，
志摩半島方面から敵一機が侵入して来たので，警戒
警報の発令を見た。こやつ志摩半島から津，名古
屋，足助，鳳来寺，浜名湖北方，静岡市の西方を経
て，東南に進み，遂に影を没したので九時半警報の
解除となつたが，防備は鉄壁だ。来るなら来いだ。
　 侵入一機　志摩半島＝静岡方面へ

［解説］日誌によれば，９日「午前九時，志摩半
島方面から敵一機が侵入」，警戒警報が発令さ
れた。また米軍資料によれば，3PRM73（東京）
と3PRM74（関門海峡）がそれぞれ日本時間９
日１時17分と８日11時22分にマリアナを出撃し
た（第33表参照）。時間にずれはあるが，午前
９時の警戒警報は3PRM73に対するものと考え
られる。『朝日新聞』（1945年３月10日付）は「九
日午前七時頃より九時半の間 B29各一機が九州
および東海道方面を偵察したが，投弾なし」と
報じた。この２機は3PRM74と3PRM73という
ことになる。

三月十日（土）
（127）第四十回陸軍記念日もことなく昏れ，もうそ
ろそろ寝やうとした午後八時，警戒警報のサイレン
が鳴り出した。
この二三日お天気のよいは嬉しいが，北風が吹き募
り寒いこと夥しい。戸外に立つて情報をきくと，敵
一機が京坂地区に侵入旋回中で東進の模様とある。
名古屋を見舞つて浜名湖から脱去とすれば，やがて
ここを通るのだから油断はならないと待機する。所
が敵はそれから北進，大江山附近からとうとう若狭
湾に出て仕舞つた。間もなく引返し琵琶湖附近を東
南に向ひ，志摩半島から洋上に脱去し，こちらへは
来んで仕舞つた。お蔭で八時四十分，警報の解除を
見，冷え切った体を床にもぐらせた。
　 侵入一機　　近畿方面ゟ行動

［解説］３月10日は第40回陸軍記念日で，これは，

　 　
８）『朝日新聞』（1945年３月10日付）。
９）東京空襲については，奥住喜重・早乙女勝元（2007）『新版　東京を爆撃せよ』三省堂，参照。
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した13）。この攻撃での米軍側の損失は14機14），
死者行方不明者96人であった。

　　なお，この日指示された飛行コースは房総半
島から侵入し，２航空団は市原を IP，浦安を
間接照準点（後述）として，１航空団は木更津
を IP，荒川河口を間接照準点として割り当て
られた４つの照準点（爆撃中心点）に向かうと
いうものであった。実際の飛行ルートは第42図
に示すように，勝浦，九十九里，銚子などを上
陸，離岸地とした。このため，豊橋地域では警
戒警報は発令されなかったようである15）。

　　日誌には，豊橋では10日は「午後八時，警戒
警報のサイレンが鳴り出し」40分後に警報解除
となったとの記載がある。『朝日新聞』「十日朝
Ｂ29各一機は午前七時二十分薩摩半島より侵
入，長崎，大村，大牟田を経て延岡附近より脱
去した，同午前十時二十分ごろ平塚附近より帝
都上空に侵入東方海上に脱去下がともに投弾は
無し」（1945年３月11日付）「午後七時四十五分
紀伊水道より淡路島，□□を経て若狭湾にいた
り反転南下，敦賀，米原から志摩半島方面にい
たり脱去」（同年同月12日付）と報じている。
日誌の記載は最後の記事に対応するものといえ
よう。また，米軍資料（第34表）との対応関係
では，順に3PRM75，3PRM76，WSM268とい
うことになろう。

三月十一日（日）
（128）夜半ふとめをさますと，サイレンが鳴つて居
る。時計を見ると午前二時だ。外は北風が吹きすさ

　　当日はまず，主力部隊に先立って73および
313航空団から２機ずつが出撃して，東経140度
線上を北緯34度50分から同35度02分まで１時間
30分にわたって旋回し10），誘導信号を発進し
た。主力部隊のうち各航空団の１個戦隊は，部
隊にわずかに先行して焼夷区画１号（旧浅草，
本所，日本橋三区と神田，深川などを含む人口
密集地域）の４つの照準点（爆撃中心点11））に
高 度4,900〜9,200フ ィ ー ト（ 約1,493〜2,804m）
から M47A2焼夷弾を投下，「制御不可能な火
災」を発生させた。残りの主力部隊がその火災
を目印に M69集束焼夷弾を投下した12）。第１
目標への投下爆弾量は，M47A2焼夷弾，3,683
発（126.9トン），E28集束焼夷弾4,971発（828.5
トン），E46集束焼夷弾3,548発（709.6トン）に
およんだ。この結果，各地で発生した火災はお
りからの風に煽られて下町地域に広がり，40.9
㎢を焼失させ，死者数８万3,793人，消失家屋
約27万戸（警視庁調）という未曾有の被害を出

　 　
10） これについて，原田良治（1973）上は，「二二三○少数機房総南部に侵入，しかしこの目標は『敵ただちに脱去』とな

り，不明確情報しきりなり」とその様子を伝えている（204頁）。
11） 爆撃中心点（Mean Point of Impact）は，市街地を夜間に焼夷空襲する時に狙うべき点として設定するもので，照準点

の一つといえる。爆撃機は，爆撃中心点を中心とした半径4,000フィートの円内に爆弾を投下するよう指示された（奥
住喜重・早乙女勝元［2007］８頁）。

12） ３月10日に向けたブリーフィングでは，「各空襲部隊に約一時間先行して先導機２機が出る。先導機は目標区域の周囲
に正方形の輪郭を火で描き，・・（主力部隊）・・が枠内に搭載物を一斉に投下する。先導機以外の空襲部隊の全機が新
型の五〇〇ポンド M69集束焼夷弾を二四発搭載して行く。・・・目標への投弾高度は五〇〇〇ないし七〇〇〇フィート」
と発表された（チェスター・マーシャル［2001］『B-29日本爆撃30回の実録』（高木晃治訳）ネコパブリッシング，210頁）。

13）東京の空襲を記録する会は，死者数を10万人（推定）としている。
14） 米軍資料（作戦任務報告書 No.40）によれば，損失機の内訳は対空砲火によるもの２機，事故及び故障１機，その他４

機，原因不明７機となっている。この他，損傷機は42機で，すべてが対空砲火によるものであった。
15） 『豊西村空襲記録』には，10日「午前零時三十五分警戒警報，一時○分同解除，御前岬ヨリ掛川富士川上流ヲ山梨方面

侵入」とある。ただし，この B-29については不明である。

第42図：３月10日東京空襲の飛行コース
（出所）「作戦任務報告書」No.40.
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この三四日のお天気続きに目ぼしい敵機の侵入もな
く，それに前の来襲から五六日経つてゐるので，そ
のうちにはまたくるだらうと待ち構えると，案の定
九日の夜，B 二十九が百三十機許りで帝都に襲来し
た。
この頃，来敵の動向からかくあるべしと防備に怠り
なかつた我が防空陣は，闇夜の大空にこれを邀撃
し，撃墜十五，撃破五十といふ輝く戦果を以てこの
醜翼を追払つたが，外に敵の一部は東北軍管区にも
侵入し仙台盛岡までを荒し廻つたといふ。

び真冬に変わらない寒さ。もう旬日で彼岸だといふ
のに何としたことだらう。
情報の初めを聞き洩したので敵の行動は明らかでは
ないが，間もなく志摩半島から海上に脱去したと報
ぜられ，僅か十分間で警報は解除されて大助かり。
とはいへ，かやうに連日連夜敵に本土上空を汚され
ては三千年の歴史が泣く。何とかならないものだら
うか。
　 侵入一機　近畿地方偵察

第34表：1945年３月10～16日の気象観測爆撃機および写真偵察機

月日 作戦
出撃時刻

（マリアナ時間）
出撃時刻

（日本時間）
到着予想時刻
（日本時間）

帰還時刻
（マリアナ時間）

目標（地域）

３月10日
（土）

東京空襲

3PRM75 （100030K）＊ （92330） （100630） G101430K 下関海峡−呉
3PRM76 100330K 100230 100930 101730K 長崎地域
WSM267 （100645K）＊ （100545） （101245） S102045K 沖縄地域
WSM268 101202K 101102 101805 S110332K 神戸−大阪地域

３月11日
（日）

314RSM5 101803K 101703 110103 大阪−神戸
WSM269 102112K 102012 110312 S111050K 東京
WSM270 110117K 110017 110717 S111432K 九州地域
3PRM77 110310K 110210 110910 G111735K 東京市街地
WSM271 110622K 110522 111222 S112022K 四国−神戸
WSM272 111702K 111602 112302 G120915K 呉−大阪

３月12日
（月）

名古屋空襲

3PRM78 120310K 120210 120910 G121620K 名古屋
3PRM79 （120201K）＊ （120101） （120801） G121601K 名古屋−各務ヶ原地域
WSM273 （120633K）＊ （120533） （121233） G122033K 那覇飛行場
WSM274 （121348K）＊ （121248） （121948） 130348K 小田原ドック

３月13日
（火）

WSM275 121955K 121855 130155 G130500K 呉−高知地域

314RSM6
122005〜
122007K

121905〜
121907

130205〜
130207

G131214K 長崎市街地・佐世保地域

WSM276 130100K 130000 130700 S131315K 沖縄−九州地域
3PRM80 130245K 130145 130845 G131545K 名古屋
WSM277 130605K 130505 131205 G132026K 名古屋
WSM278 131416K 131316 132016 S140410K 呉−高知地域

３月14日
（水）

13〜大阪空襲

3PRM81 （140145K）＊ （140045） -140745 G141545K 大阪地域
3PRM82 − − − G140330K 大阪地域
WSM279 140637K 140537 − S141309K 那覇飛行場
WSM280 140608K 140508 141208 S141923K 名古屋市街地

３月15日
（木）

WSM281 141928K 141828 150128 G150935K 呉−高知地域
WSM282 （150533K）＊ （150433） （151133） G151933K 沖縄地域
WSM283 （150623K）＊ （150523） （151223） G152023K 四国−神戸地域

３月16日
（金）

神戸空襲

WSM284 151707K 151607 152307 G161017K 神戸−大阪地域
3PRM83 160640K 160540 161240 G162122K 大阪
WSM285 160101K 160001 160701 清水
WSM286 160611K 160511 161211 S191945K 沖縄地域

注：＊は，元資料に出撃時刻の記載がないこと，−は不明を示す。
　　（　）内の時間は帰還時刻から逆算（14時間マイナス）した推定の出撃時刻（K 時）。
　　［　］内の時間は推定出撃時刻（K 時）を日本時間に換算（１時間マイナス）。

（出所）「作戦要約」より作成。
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大阪附近を旋回して熊野灘より脱去，同じく三
時三十分過ぎ伊豆方面より京浜西南方を経て帝
都上空を通過，房総半島より脱去，同じく十時
ごろ伊豆半島から京浜西南方を通過，九十九里
浜より脱去した」と報じた。

　　ただ，11日の米軍資料（第34表）と新聞記事
の B-29来襲時刻や飛行ルートにはかなり大き
な違いがある。とくに新聞記事の２時30分ころ
の関西方面を旋回した２機についてはまったく
不明である16）。また，WSM271（四国−神戸）
についても手元の日本側資料には，対応する記
録がない。

　　なおこの日，新聞記事によって初めて東京大
空襲の事実を知ることになる。しかし，日誌の
記述に「B 二十九が百三十機許りで帝都に襲来
した」とあるように，日本の新聞各紙は「B29
約百三十機，咋暁　帝都市街を猛爆　約五十機
に損害十五機を撃墜す」（『朝日新聞』３月11日
付）と報じた。また，同紙は，日本側の被害に
ついては「帝都各所に火災発生したが，軍官民
は・・敵の盲爆に一体となって対処したため，
帝都上空を焦した火災も朝の八時ごろまでにほ
とんど鎮火させた」と報じた17）のみであった。
実際には275機の B-29が東京上空から焼夷弾を
投下，下町一帯が灰燼に帰し，10万人余が犠牲
になったことについて，日誌の筆者はこの時は
まだ知ることができなかった。

三月十二日（月）
（129）夜半ふとめをさますと，空襲警報のサイレン
が鳴つて居る。これまで夜間三機や五機の侵入に空
襲警報の出たことはない。されば大挙して敵めがや
つて来たに違ひないとはね起きて時計を見ると丁度
○時だ。実はその十分前に警戒警報があつたのだそ
うだが，眠り鼻で知らずにゐたのだと見へる。
この九日に百三十機で帝都を夜間空襲したことは前
に誌した通りで，これに味を占め，こちらにも同じ

今度も敵は戦法をかへ，先づ少数機によつて我が電
探を妨害し，主力をその後をうけ四千米位の高度で
一機乃至二三機づつで，列車のやうに引続いて帝都
に侵入し焼夷弾をバラ撒き，それが燃出すとその火
を目当てに次々に投弾するといふやり方。この為に
帝都の損害も軽少ではなかつたらしい。
今後も敵は，あの手この手で帝都に限らずこちらに
もやつて来やう。だから雨ふりは困るの夜はいやだ
のとそんな弱音を吐いてゐたら戦いは敗けだ。敵の
うつ手は千変万化だ。これに対しては臨機応変でゆ
くより仕方がない。それにはどんな事態にも動じな
い度胸がなくてはならぬ。
けふも或る所で話したことだが，十台二十台の青少
年たちの意気のすさまじさ，見るからに頼母しい限
りであるが，四十五十の年輩となり分別顔した人々
が存外と大義に徹し得ないで，自己保全に汲々たる
有様は何としたことだらう。思慮あり分別のあるべ
き是等の人々の啓蒙こそ真に刻下の急務ではあるま
いか。これに反し，更に六十以上の人々は思つた以
上に度胸があり，思想的にはむしろこの人々が国民
の中堅となつて居る観がある。こんな訳で真の挙国
一致にはまだまだ相当の距離がある。戦局がここま
で来て果してそれでよいだらうか。

［解説］３月11日の日誌は，午前２時の空襲警報
を記すのみである。米軍資料によれば，レー
ダースコープ写真偵察機（314RSM5［大阪−
神戸］），写真偵察機（3PRM77［東京市街地］），
気象観測爆撃機（WSM269〜272），計６機が来
襲した（第34表参照）ことになっている。この
うち WSM269（東京）は500ポンド GP14発を
投 下 し た。 日 誌 に 記 載 さ れ た 警 戒 警 報 は
314RSM5のものであろうか。『朝日新聞』は

「十一日午前一時三十分ころ紀伊水道より大阪
付近を旋回熊野灘より脱去，同じく二時三十分
ころ紀伊水道より大阪，神戸，証を旋回，由良
附近より脱去，さらに同時刻室戸岬より侵入，

　 　
16） 原田良治（1973）によれば，関東地域の警戒警報は「◯三四◯，一◯◯◯，一三◯◯」の３回発令されたとある。時間

的には順に WSM269，3PRM77，WSM271の可能性がある。ただし，WSM271は当初の目標が四国−神戸地域である。
17） 米軍資料（作戦要約［Operational Summary］）の写真偵察機（3PRM77）の報告によれば，十時ごろ東京の広い地域

はまだ燃えていた。
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した。情報によると敵の三機が先づ近畿地区に侵入
し，東進してこちらにくるらしい。二三日前に漸く
手に入れた鉄兜の姿もりりしく緊張待機すると，間
もなく敵機は名古屋に侵入したといふ。西方に注意
してゐると，時々爆弾とも高射砲ともつかぬ響きが
伝はつてくる。やがて微かな爆音が聞へる。見ると
晴れ渡つた大空の北寄りを，敵一機が短い尾を曳い
て東南進するのが見える。情報でいふ二番機なの
だ。時に九時半。一番機は市の遥か南方を浜名湖方
面に出たらしい。それから約十分遅れて三番機がこ
れも短い尾を曳いて北西から頭上に迫つて来た。待
避の合図をしてしばしば壕にもぐるとまもなく通
過。これですつかり敵機は去つた。かくて九時五十
分この警報も解除になつた。

侵入三機　近畿地方より侵入　名古屋を経て浜
名湖方面より脱去

（131）例によつて曲節（折）の多い町内会長詮考に
ついて杢野和一郎氏を訪問，要談中午後八時半警戒
警報が鳴り出した。また編隊空襲かと腰を浮かした
が，情報で遠州灘を北上する少数機と分りその動向
に注意してゐると，浜名湖附近から東北に向ひ，や
がて東部管内に去つたので，同じく五十分警報は解
除，そのまま要談を続けた。
　 侵入一機　浜名湖より侵入　東部管内に去る

［解説］３月12日には東京につづいて名古屋が２
度目の夜間の低高度焼夷爆撃の目標とされた。
日誌によれば，11時50分，警戒警報が発令さ
れ，その10分後のちょうど零時にようやく目を
覚ました。「これまで夜間三機や五機の侵入に
空襲警報の出たことはない」というのも誇張が
過ぎるような気もするが，「正

まさか

歟一日置いた今
夜」とは思いつつも，大規模な爆撃に違いない
と確信したようである。B-29は「九日に帝都を
襲ふたと同じ手で一機づつ志摩半島から北進，
名古屋を荒らしてこちらへやつて来て浜名湖附
近から洋上に脱去するといふやり方」をとっ
た。「壕を出ると西天が焦げん許りに明る
い。・・・振返つて東の方を見ると浜松の方面
も同様」であった。警戒・空襲警報は３時間余

手でやつて来やうとは思つたが，正
まさか

歟一日置いた今
夜来るとは思はなんだ。そこへ目前敵が迫つて来た
ので，少々慌てて待避の準備をする。それだけ心に
隙があつたのだ。いい年をして面目次第もない。
刻々の情報で敵の様子が手にとるやうに分る。今夜
も九日に帝都を襲ふたと同じ手で一機づつ志摩半島
から北進，名古屋を荒らしてこちらへやつて来て，
浜名湖附近から洋上に脱去するといふやり方。機と
機の間は時間にして一分か二分。昔風にいふと単縦
陣だ。その第一のやつが爆音を轟かせつつ，上空を
東南さしてゆくのに初めて壕にもぐる。それからは
次々通つてゆく敵機は引きも切らず，中には二三機
のもあるらしいが，多くは単機で先のが通り切らぬ
内に次のがもう一方から聞へてくる始末。初めのう
ちそれを数へて見たが，数え切れず十回許りでやめ
て仕舞つた。その度毎に遠くで高射砲が打上げられ
る。近くそこここで待避の鐘が鳴る。壕の中にじつ
として居るより仕様がない。それにいつ何を落され
るか分らないと緊張はしてゐるが，二三日来の北風
は寒さを伴ひ，水槽は一寸もある氷で張りつめるこ
の真夜中，然も長時間のことで誰も彼もすつかり震
え上つて仕舞ふ。すきを見て用便に壕を出ると西天
が焦げん許りに明るい。敵の投弾に相当大規模の火
災が起きたらしい。振返つて東の方を見ると浜松の
方面も同様だ。そのうちにまた爆音が近づくのでま
た壕に戻る。
こうして壕中，寒さに震つつまつこと三時間余り，
三時半になつて先づ空襲警報が解除になり，十分遅
れて警戒警報も解除になつた。今夜敵のめざしたの
は専ら名古屋で，浜松も御相伴に預つたらしいの
に，この地方としては聞へる範囲に何一つ落した形
跡はなかつたのは何よりで，ここにも厚い神様の御
加護を感謝せずには居られないと思ふ。

来襲百三十機　主として名古屋を遅ひ火災各所
ゟ発生十時迄に概鎮火
熱田神宮被害あるも正殿は御安泰　戦果撃墜
二十二機，撃破六十機以上

（130）ゆふべといはうか，今朝といはうか三時間に
余る空襲ですつかり寝すごした。朝食を終つて一服
してゐると，午前九時，またまた警戒警報が鳴り出
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に，志摩半島から上陸し，伊勢湾を IP として
北上して名古屋に向かった。そして第44図のよ
うに名古屋港口を間接照準点19）（Offset Aiming 
Point＝OAP，第44図の○のマーク）として指
定された焼夷区画１号の中の航空団ごとに指定
された照準点（爆撃中心点，第44図の73○など
のマーク）をめざした。名古屋の焼夷区画１号
については後述する20）。爆撃後は左に旋回して
尾鷲付近，あるいは右に旋回して三河湾・渥美
半島から洋上へ抜けた。

　　この爆撃により，米軍の損害評価によれば，
市街地のうち名古屋城の南の2.05平方マイル

（約5.31㎢）が焼失した。日本側の資料によれ
ば，栄，中，昭和，中川，熱田などの地域が大
きな被害を受け，死者602名，全焼家屋28,312

（うち工場299）を出した21）。とはいえ，この日

りつづいた。「浜松の方面も同様」とはあるが，
浜松の空襲記録には被弾の記録はない。『豊西
村空襲記録』には名古屋が空襲された日の記事
に「南方火災アリ袖浦（旧磐田郡袖浦村−筆
者）トノコトナリ」という記載がある18）。

　　３月11日，日本時間の16時過ぎから19時にか
けて73航空団157機，313航空団111機，314航空
団42機の計310機が名古屋めざして出撃した。
米軍資料によれば零時過ぎ，このうち285機が
高 度5,100〜8,500フ ィ ー ト（ 約1,550〜2,590m）
同市街地の３つの照準点にまず先導機が高度
M47A2焼夷弾713発（24.5トン）を投下して火
災を発生させ，つづいて主力部隊がその火災を
目 印 に E28集 束 焼 夷 弾5,337発（889.6ト ン ），
E46集束焼夷弾3,939発（787.8トン）等を投下
した。

　　この日の飛行コースは，第43図にあるよう
　 　
18） 米軍資料には日本時間の３月11日16時23分に M76焼夷弾40発を投下した記録がある「日本爆撃詳報（地域別）」（東京

空襲を記録する会［1975］『東京大空襲・戦災誌』第３巻，講談社）957頁。
19） 爆撃航程上で照準点の直前に定めて照準点の代わりの確認点とした。そこから時刻を読んで推測投弾すればおよそ照準

点に投弾できるように，照準点の確認が不可能な場合に備えて選定された（奥住・早乙女［2007］75頁）。
20） 名古屋の焼夷区画と３月12日の名古屋空襲の照準点（爆撃中心点）については，工藤洋三（2015）『日本の都市を焼き

尽くせ！』28頁および50頁参照。
21）名古屋空襲を記録する会（1985）『名古屋空襲誌・資料篇』17頁。

第44図：�３月12日名古屋空襲の間接照準点と照
準点

（出所）第43図に同じ。

第43図：３月12日名古屋空襲の飛行コース
（出所）「作戦任務報告書」No.41.
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われる。いずれかは不明であるが，名古屋空襲
を記録する会（1985）には，３月12日の９時50
分に B-29，４機が飛来，「未明ノ空襲ニヨリ煙
ヲ挙ゲツツアル地域ヲ目標ニ投弾ス」「夜間空

の作戦は米軍にとっては十分な成果をあげたと
は言えないものであった。第45図中の白枠で縁
取られた部分が焼失した地域であり，まだ煙の
上がっているところもある。写真の下に名古屋
港，それに繋がる中川と堀川の両運河，上には
名古屋駅とその南に笹島駅が見える。

　　豊橋では爆撃後，洋上へ抜けていく B-29が
次から次へと通過した。日誌はその様子を

「次々通つてゆく敵機は引きも切らず中には
二三機のもあるらしいが，多くは単機で先のが
通り切らぬ内に次のがもう一方から聞へてく
る」と記している。

　　『朝日新聞』は名古屋空襲の様子を「B29約
百卅機夜間　名古屋を盲爆　約六十機に損害　
廿二機を撃墜」（1945年３月13日付）と報じて
いるが，米軍資料によれば，既述のように第１
目標投弾機は285機にのぼり，この日の損失機
は１機，損傷機は16機にすぎなかった。日本側
の報道は，東京の場合もそうであったように，
来襲した B-29の機数を約半分程度に，極めて
過少に，戦果については極めて過大に記述して
いる。ここまで過少な報道は従来なかったこと
である。来週が夜間であったためか，他に意図
があったのかどうかは不明であるが。日誌の筆
者は，この時点では，従来の大規模爆撃との大
きな違いに危機意識を強めつつも，豊橋が爆撃
されてないということもあってか，一応，冷静
を保っているという状況ともいえよう。

　　日誌によれば，３月12日の名古屋の夜間空襲
後は「午前九時またまた警戒警報が鳴り出し」

「三機が先づ近畿地区に侵入し東進して」「間も
なく敵機は名古屋に侵入」，２機が豊橋上空を
通過した。また，「午後八時半警戒警報が鳴り
出し」「遠州灘を北上する少数機」が「浜名湖
附近から東北」へ向かった。米軍資料によれば
この日，日本本土に来襲した少数機は，名古屋
地域を目標とする3PRM78〜79と WSM274（小
田原ドック）の３機である。WSM274は，500
ポンド GP14発を投下したとされている。午前
９時の警戒警報は3PRM78〜79が，午後８時30
分の警戒警報は WSM274が対応するものと思

第45図：３月12日名古屋空襲による焼失地域
　　　　 （白線で囲まれた部分）

（出所）第43図に同じ。



48

当り大阪をねらつてゐるのかも知れないとは，晩方
原田君とも話した事だった。さてはいよいよ敵めが
やつて来た。名古屋へくるか大坂へくるか。情報を
聞いて居ると潮岬さして続々と三機乃至五機の小編
隊でくる。それも五つや十ではないらしい。志摩半
島へくれば目指すは名古屋だが，これは予想通り坂
神へくるなと直観されるが，足

あし

序
つい

でに名古屋へ廻ら
ぬとも限らぬ。用意にしくはないと十分待機の準備
をする。
十一時半，已に先発の敵機は大坂に侵入したらし
い。これに備へて，先づ三重県に空襲警報が発令さ
れ，続いて愛知県にも発令された。敵は大坂を荒し
た後，東進する模様なのでいよいよ名古屋へもく
る。さうすれば，この辺りは敵の脱出口だから容易
ならずと緊張待機したが，予想に反し伊賀の上野付
近から南へ志摩半島を経ては次々に南方へ帰つてゆ
く。十一日の進入路が今夜の脱出路だ。よしこれな
らこちらは安全だと，尚情報を聞いてゐると，十二
時頃，大坂附近に六編隊，大坂潮岬間に七編隊洋上
に四編隊があるらしく，外に浜名湖をめざして北上
する敵機があるといふ。機数はわからぬが，この地
方としてはその方が心懸りだ。今か今かと待つてゐ
たが中々こない。次の情報でこやつ渥美半島にやつ
てきたといふ。爆音など聞へはしない。暫らくする
と西方に微かな爆音が聞へる。ソラ来たとどこかで
待避の合図を鳴らしたが，それつ切り聞へなくなつ
て仕舞つた。こやつ陸上に侵入することなく反転し
て主力の後を追つたらしい。
こうして軍管内に敵影を見なくなつた午前一時，空
襲警報が解除され続いて十分後，警戒警報も解除と
見て夜はもとの静寂に帰つたことであつた。

来襲九十機　大坂夜襲，尼崎，布施にも投弾　
撃墜十一機　撃破約六十機

［解説］３月13日は，日誌によれば，まず８時30
分に警戒警報が発令され，「一機で志摩半島か
ら侵入し名古屋を襲つて・・・足助，浜名湖北
方を経て南方洋上に脱去」した。次に12時45分

襲ノ被害状況ヲ主トシテセルモノト推定セラ
ル」（18頁）との記録がある。

　　『朝日新聞』には12日の少数機の来襲につい
てはほとんど記載がない22）。

三月十三日
（132）待避壕の掩蓋資材を手に入れ，朝から補強に
かかり一通り終つた八時半，またもや警戒警報が発
令された。敵は一機で志摩半島から侵入し名古屋を
襲つて後東進，足助，浜名湖北方を経て南方洋上に
脱去したので僅かに三十分で解除され壕の手入を続
けた。大方，偵察であらう何処にも投弾した模様は
なかつた。

侵入一機　紀伊半島方面より名古屋に侵入　投
弾せず浜松附近より脱去

（133）中食を終つて一服してゐた一時に十五分前，
また警戒警報が発令され，それを伝へるサイレンが
高く低く鳴り出した。
情報によると，今度も敵は一機で志摩半島から侵
入，三重県を縦断し名古屋へやつて来たが，それよ
り東進，瀬戸，鳳来寺山を経，浜名湖西方から太平
洋へ脱去したので一時十五分，この警報も解除され
た。

侵入一機　和歌山方面より名古屋に侵入　投弾
の後浜名湖附近より脱去

（134）町内会長詮考の内面工作で原田君を訪問。話
が少し長くなり帰つて寝たのが十時すぎ。十一時，
町内会長の夫人がわざわざやつてこられ，警防団か
ら本夜大編隊の空襲があるらしいから特に注意する
様，といつて来た。故，組内へ伝達して貰ひたいと
いはれる。それは隣保班長の仕事だからと渡辺君を
呼び起し話を伝え，さて帰つて寝やうとした途端，
十一時十分，警戒警報のサイレンが鳴り出した。今
の話が十分後の事実となつて現はれやうとは思はな
んだ。
九日に帝都を，十一日に名古屋を空襲した敵。今夜

　 　
22） 『朝日新聞』（1945年３月14日付）は「午後八時半過ぎ浜名湖附近から侵入，甲府附近を経て横須賀に爆弾を投下」した

と伝えるのみである。原田良次（1973）下は，21時に B-29，１機が東京に来襲としている（３頁）。
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分に73航空団（138機），313航空団（115機），
314航空団（45機），合計298機がマリアナ基地
を出撃し，大阪に設定された焼夷区画の４つの
照準点（爆撃中心点）を目指した。そして，13
日23時57分〜14日03時25分に高度5,000〜9,400
フィート（約1,524〜2,865m）から第１目標に
対して，まず先導機により M47A2焼夷弾1,586
発（54.7トン）を投下して火災を発生させ，続
いて主力部隊が E28集束焼夷弾1,167発（194.5
トン），E36集束焼夷弾4,872発（812トン），E46
集束焼夷弾3,357発（671.4トン）等を投下した。
第１目標投弾機数は，274機であった23）。米軍
の損害評価によれば，焼失地域は大阪城の南西
部に集中し，その面積は約21㎢であった。日本
側の資料によれば，この爆撃による死者3,987
人，全焼家屋13万4,744戸であった24）。

　　この日の飛行コースは，第46図にあるように
四国東端から上陸，淡路島南西の角を IP とし
て目標に向かい，爆撃後は紀伊半島を横断して

「また警戒警報が発令され・・・一機で志摩半
島から侵入，三重県を縦断し名古屋へ・・・瀬
戸，鳳来寺山を経，浜名湖西方から太平洋へ脱
去」した。いずれも30分ほどで警戒解除となっ
た。さらに11時10分にも警戒警報が発令され
た。３回目の警報は，「警防団から本夜大編隊
の空襲があるらしいから特に注意する様に」と
いう伝達を町内会長夫人から受け，隣保班長に
伝えた直後であった。

　　情報によれば，その後「十一時半已に先発の
敵機は大坂に侵入し・・・先づ三重県に空襲警
報が発令され続いて愛知県にも発令された。」
B-29の大半は志摩半島から大阪へ向かったが，
一部は浜名湖，渥美半島を通過したもようで，
豊橋地域では「どこかで待避の合図を鳴らした
が・・・侵入することなく」過ぎ去った。こう
して午前１時に空襲警報，10分後に警戒警報が
解除になった。

　　大阪に対する夜間低高度での焼夷空襲に入る
前に，少数機の来襲について整理しておく。米
軍資料（第34表）によれば，13日に日本に来襲
した B-29は，WSM275（呉−高知），314RSM6

（２機，［長崎・佐世保］），WSM276（沖縄−九
州），3PRM80（名古屋），WSM277（名古屋）
および WSM278（呉−高知）の７機である。
3PRM80と WSM277はいずれも目標が名古屋
であり，WSM277は500ポンド GP14発を投下
したとされている。それぞれ日誌の８時30分，
12時45分の警戒警報に対応する。名古屋空襲を
記録する会（1985）は，13時05分，B-29，１機
が臨港地帯に爆弾を投下，死者１人，重傷者15
人が犠牲になったと記している。

　　『朝日新聞』（1945年３月14日）は「十三日午
前三時過ぎ・・・二機が一機づつ長崎附近から
侵入佐世保附近を偵察した」としている。これ
は314RSM6の２機である。

　　東京，名古屋に次いで大阪が夜間焼夷空襲の
目標となった。日本時間13日16時16分〜18時25

　 　
23）『朝日新聞』（1945年３月15日付）は「B29約九十機夜間　大阪地区を盲爆」「六十機に損害　十一機を撃墜」と報じた。
24）小山仁示（2018）『改訂大阪大空襲　大阪が壊滅した日』東方出版，82頁。

第46図：３月13−14日大阪空襲の飛行コース
（出所）「作戦任務報告書」No.42.
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企図して居るらしい。この敵の物量を以てする焦土
戦術を克服し，断じて皇国を護持する為に極度に闘
魂を燃え上らせ，敵の戦意を破

はさい

摧せねばならぬ。こ
れが我々に課せられた当面の急務だ。
之を要するに，我々は平時の個人的生活を速に国家
的生活に切換へ，ただ一途に戦力を増強し，頑敵を
撃破して国土を守る許りでなく，皇祖皇宗の遺訓を
奉じて八紘一宇の大精神を宇内に発揮せねばなら
ぬ。然らば敵に勝つことは当面の急務で，それと共
に永遠の大使命を忘れてはならぬ。
今，所によつては，国民学校初等科を閉鎖するとい
ふ政府の決意を聞いて感慨殊に深いものがある。即
ち録して自らの戒めとする。

何が何でも勝たねばならぬ。敗けてたまるか獣
に。

（136）昭和十六年四月に始まつた町の日参団。それ
は皇軍の必勝，出征者の武運長久を祈願するため町
内十二組が半組づつ産神神明社に願参りをする仕組
み。その番に当り打ち揃つて出かける途中，午前七
時五分前，突如，警戒警報が発令され，遠く近くサ
イレンが鳴り出したので急いでお参りを済ました。
今度も敵は一機で潮岬から侵入，名古屋から北に向
ひ岐阜高山を経て北陸に入つたがまた引返して高山
より南信伊奈地方を経て静岡に現れ，駿河湾上で旋
回した後，伊豆半島に沿ふて南下し，やがて洋上に
姿をかくした。時に七時五十分。これより先き敵機
長野県より静岡県に向ふを見届け，七時四十分，こ
の地方の警報は解除されたが，そのコースは今暁の
と全く同一で敵今後の動向を知る上に注意すべきも
のであろう。

侵入一機　潮岬より名古屋に入り，岐阜長野静
岡県を経て脱去

［解説］日誌は３月13〜14日深夜の大阪への焼夷
爆撃以降，14日，15日の日誌の記述がなく，し
たがって B-29来襲の記録も欠落している。米
軍資料（第34表）によれば，14日は3PRM81

（大阪），WSM280（名古屋）の２機，15日は
WSM282〜284まで４機（四国・神戸など）が
来 襲 し た。 こ の う ち，WSM280は500ポ ン ド

洋上に抜けた。

三月十六日
（135）隔日に大挙して来襲すること已に三度び。東
京，名古屋，大坂を順次荒した敵の今夜辺り反復的
にやつてくるかも知れぬ。そんな予感が誰の胸にも
あると見へ，昨夜軍情報でもその注意があつた程
だ。
十四日，一日雨ふりだつたが甚しからず。どこの防
空壕にも浸水しなかつたらしく我が家のは勿論二つ
とも無事。晩方雨のため取り出して置た家財をまた
壕に収容し準備おさおさ怠りなく寝についた。
ふと眼をさますと，警戒警報のサイレンが鳴つて居
る。ソラこそ来たぞとはね起きて時計を見ると丁度
○時○分。すぐ太鼓を持ち出し打ちながら組を一巡
する。晴れ渡った大空に星がきらめき微風はあるが
思つた程寒くない。所春は近い。
情報をきくと，畿内に侵入した敵一機がこちらをさ
してくるらしい。何だ一機許りかと張合のないこと
夥しい。こやつ爆音を消して琵琶湖附近から東進，
名古屋を襲ふかに見へたが，岐阜までくると向をか
へ高山，飯田などを経て静岡附近に出，それから南
方洋上に脱去したので僅か三十分許りでこの警報も
解除された。

侵入一機　畿内より侵入，岐阜，長野，静岡三
県に行動

ルメーの絨毯爆撃と国民の覚悟
この九日と十一日と十三日の夜半，帝都及名古屋，
大坂を順次夜間爆撃したマリアナ基地の B 二十九
は，何れも隔日に来襲して天候や昼夜などに配慮す
る処はなかつた。そのやり方は純然たる無差別爆撃
で，それは敵司令官ルメーの獣的性格の表はれだ。
こやつは先にベルリン，ハンブルグなどを絨毯爆撃
してその野獣性を発揮し，近頃マリアナにやつて来
て，我が本土に対してもこれを行はふといふのだ。
従て彼一流の目茶苦茶爆撃が，今後，尚一層激烈化
するものと覚悟せねばならぬ。尤もこれこそ日米決
戦の真相であると共に，大東亜戦争の性格で物量を
以て唯一の戦法とする敵は，これを以て我国を屈服
せしめ得るものと盲信し，遮二無二空からの攻撃を
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格化，そして日本軍の劣勢を認めざるを得ない
状況となった。また「所によつては国民学校初
等科を閉鎖」という政府発表も，日誌の筆者に
とっては，衝撃的なニュースであった。

三月十七日
（137）隔夜にくる敵編隊がゆふべは来なかつた。今
夜こそはと昼の間から準備おさおさ怠りなく必要物
を壕に入れたり，水漕を満たしたり。婆さんとその
時の手筈を極めたりして置て寝についた。
夜半用便に起きて時計を見ると，十二時に近い。も
う来るならばぼつぼつくる時分だが一向そんな気配
はない。さては，今夜も来ないのかと再び床につい
た処，一眠りしたと思ふと警戒警報のサイレンが鳴
り出した。時に午前二時だ。すぐ様起きて戸外に出
ると，空は晴れ満点に星は輝いて居るが，昨日一日
吹き通した狂風は夜に入つても止まず寒いこと夥し
い。情報をきくと潮岬，志摩半島さては浜名湖をめ
ざし北上する敵の数編隊があるといふ。十分後には
空襲警報が発令されいよいよ戦闘の準備だ。先づ敵
の作戦目標を想像するに浜名湖にくるやつは東進し
て帝都を襲ふだらうし，志摩半島をめざす奴が名古
屋に来て，潮岬からのが坂神に向ふだらうといふの
がこれ迄の定石。即ち全力を挙げて三都を一時に襲
ふつもりかも知れぬ。それに前にも書て置たやうに
ルメーのやり方はいかにも凶暴で，大坂のはまだ聞
かぬが，帝都でも名古屋でも焼夷弾を主とし，先づ
円
まる

く一地域を火網で囲み脱出の出来ないやうにして
置てから，その圏内を焼き払ふといふやり方。即
ち，家を焼き人を殺すのが彼の慣用手段だ。そのた
め帝都など，彼の関東大震当時に髣髴たるものがあ
るといふ残虐さを満喫して居る。だが，そんな事位
いで屁古垂るやうな日本国民ではない。一億敢闘の
精神をどこ迄も発揮して，国土を守りぬく熱血がた
ぎつて居る。そんなことを次々胸に描きながら情報
に耳を傾けてゐると，二時半頃，先登のやつは志摩
半島の沖合に到達して旋回を初めた。大方作戦の変
更を協議するのか友軍を待ち合する為であらう。す

GP14発を投下，WSM281（呉−高知）はレー
ダースコープ写真を撮影した。

　　名古屋空襲を記録する会（1985）は，３月14
日に B-29，１機の来襲を伝えている。『朝日新
聞』は，「十四日 B29各一機三次に亙り・・・
飛来した，第一次は午前九時大阪方面，第二次
は同十一時過伊豆半島南端，第三次は午後零時
半頃長野県南部を偵察」（1945年３月16日付）
と報じた。順に，3PRM81，WSM279，WSM280
であろうか。また，「B29一機は十五日正午頃，
四国の西南端から侵入」（同16日付）「十五日午
後十一時半頃紀伊水道から侵入」（同17日付）
と報じた。

　　16日は，日誌によれば，零時に警戒警報発
令，「すぐ太鼓を持ち出し打ちながら組を一巡
する」，その後，神社お参り中の「午前七時五
分前突如警戒警報が発令」された。『朝日新聞』
は「十五日午後十一時半頃紀伊水道から侵入，
神戸，舞鶴方面を経て後南進し，十六日午前零
時半頃駿河湾から脱去」「十六日午前六時四十
分頃潮の岬から侵入，三重，岐阜，富山各県を
偵察南下・・・同八時半頃駿河湾から脱去」「午
後一時頃より約五十分にわたり四国東部および
阪神地区を偵察」したと報じた。順に WSM284

（神戸−大阪），WSM285（清水），3PRM83（大
阪）である。3PRM83以外は日誌の警戒警報に
対応しているといえよう25）。

　　ところで，16日の日誌には「ルメーの絨毯爆
撃と国民の覚悟」と題する文章が添えられてい
る。そこでは「帝都及名古屋，大坂を順次夜間
爆撃したマリアナ基地の B 二十九は何れも隔
日に来襲して天候や昼夜などに配慮する処は」
なく，「そのやり方は純然たる無差別爆撃」と
記されている。ここに来て筆者もまた，従来の
爆撃との異質性，とくに従来の航空機工場など
への高高度精密爆撃から夜間低高度で市街地の
うちでも最も人口密度の高い地域を焼き払うと
いう爆撃方法（「焦土戦術」）への転換とその本

　 　
25） 原田良次（1973）下は，この日の日記に，数日前来襲の偵察 B29一機は「十五日夜間空襲をもって東京のすべてを焼き

払うと爆撃予告の伝単（※ビラ）を」撒いたと記している（９頁）。
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　　日誌は，大都市焼夷作戦について「大坂のは
まだ聞かぬが帝都でも名古屋でも焼夷弾を主と
し，先づ円

まる

く一地域を火網で囲み，脱出の出来
ないやうにして置てから，その圏内を焼き払ふ
といふやり方」で「彼の関東大震当時に髣髴た
るものがある」としているのは，どのような情
報にもとづいているにせよ，米軍の爆撃方法を
ほぼ正確に把握していたと言って差し支えない
だろう。

　　この日の２時の警戒警報とその直後の空襲警
報の発令は，東京，名古屋，大阪につづく４番
目の大都市，神戸への夜間低高度焼夷空襲に向
かった300機を超える B-29に対するものであっ
た。

　　その飛行コースは，潮岬の沖合から海岸に
沿って和歌山県西端の日ノ御埼を上陸地点と
し，加太付近を IP として，そのまま北上，神
戸に向かった（第47図参照）。上陸時間は午前
２時以降となっている。日誌があれこれと記し
ているように，２時の段階では西へ向かうのか
東に向かうのか日本軍は判断することが難し
かったのである。

　　300機以上の B29の内訳は，73航空団151機，

ると潮岬に向つたやつも浜名湖をめざしたやつも志
摩半島沖に集中するらしい。いよいよ名古屋を目標
にしたなと緊張待機すると，二時五十分，空襲警報
が解除となつた。それは敵の作戦目標が坂神地方を
指向し，こちらへ侵入の模様なしと判断されたから
ださうで，泰山鳴動して鼠一匹，何分期待が大きか
つただけに張り合いのないこと夥しい。軍では警報
は解除されても一機や二機紛れこむこともあるから
注意を怠るなといふが，もう一機，二機なら問題で
はない。十分許りの後警戒警報も続いて解除され平
常に復し，ただ吹き募る北風のみが相変らず雨戸を
ガタつかせて居る。敵は果して主力を以て神戸方面
を空襲し，紀伊半島に出て南方へ帰つていつたらし
い。損害の程度や戦果などについては，何れ後にな
つて発表されることだらうが今の処詳でない。

来襲六十機　神戸市街を攻撃　撃墜二十機，残
る全機撃破

（138）ひるに近い十一時十分前，晴れ渡つた大そら
に警戒警報のサイレンが鳴り渡る。不遜な敵の戦意
から見ると，いつどんな手でやつてくるかも知れぬ
から，一度び警報となれば誰も彼も緊張せざるを得
ない。そのうちに情報で敵一機が伊勢湾湾口附近に
現れたが，後に続く敵機はないらしいといふ。一機
や二機なら大したことはないと多寡をくくつて待ち
受けると，この敵は間もなく南方洋上に姿を消して
仕舞つたとて，僅か十分で警報も解除された。見上
げると空は浅黄色に晴れ渡り，人のよの騒ぎもしら
ぬげに鳶二三羽が輪を描いて居る。
　 侵入一機　伊勢湾口より引返

［解説］３月17日はまず，午前２時に警戒警報の
サイレンが鳴った。そして「十分後には空襲警
報が発令され」た。情報によれば，北上する敵
の数編隊があるとのことだったが，やがて「敵
の作戦目標が坂神地方を指向し，こちらへ侵入
の模様なしと判断され」２時50分に警報解除と
なった。

　　また，10時50分にも伊勢湾に現れた敵機に対
して警戒警報が発令されたが，わずか10分で解
除となった。

第47図：３月17日神戸空襲の飛行コース
（出所）「作戦任務報告書」No.43.
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入，阪神地区を偵察」「午後一時過ぎ一機が高
知附近から侵入，阪神地区，奈良，渥美半島，
浜松附近を行動」「同じく一時半ごろ下田附近
から同じく一機が侵入，伊豆半島上空を偵察」
などと報じた。これを米軍資料との対応関係を
見ることは難しいが，順に3PRM84〜87そして
WSM289であろうか。そうした場合に日誌の10
時50分の警戒警報は3PRM85に対するものと考
えることもできる。

三月十八日
現状を正視せよ
我が国が建ち初まつてから三千年。その間には蒙古
の来襲といひ，日清，日露の戦役といひ，国家の総
力を挙げて外敵と戦つたことはあるが，今日のやう
に夜を日についで敵を我が頭上に迎へ，この本土ま
でが戦場となつたやうなことは未だかつてなかつ

313航空団128機，314航空団52機，計331機で，
このうち306機26）が神戸市街地の第1目標に，
E36，1775発（295.8トン），E46，1538発（307.6
トン），E28，301発（50.1トン），M17A1，5122
発（1280.6ト ン ），M76，1490発（374.6ト ン ），
T4E4，97発（19.4トン）などを投下した。こ
の結果，神戸の西半分，３平方マイル（約7.8
㎢）が焼失した。日本側の資料によれば，この
空襲による死者数は2,669人，全壊家屋68,717戸
にのぼった27）。

　　なお，米軍資料によれば３月17日には，気象
観測爆撃機 WSM287〜290の４機と写真偵察機
3PRM84〜87の３機の計７機が来襲した（第35
表参照）。写真偵察機はいずれも神戸−大阪地
域の写真撮影を任務とした。『朝日新聞』によ
れば，「B29各一機は十七日午前八時過ぎ同じ
く十時過ぎ，同じく正午過ぎ室戸岬方面より侵

　 　
26） 『朝日新聞』（1945年３月18日）は「B29約六十機咋暁　神戸市を暴爆　撃墜廿機他の全機に損害」「市街地に相当の火

災発生せるも其の火勢は十時迄に概ね制圧せられたり」と報じた。
27）神戸空襲を記録する会編（2005）『神戸大空襲　戦後60年から明日へ』（神戸新聞総合出版センター）222〜223頁。

第35表：1945年３月17日～19日の気象観測爆撃機および写真偵察機

月日 作戦
出撃時刻

（マリアナ時間）
出撃時刻

（日本時間）
到着予想時刻
（日本時間）

帰還時刻
（マリアナ時間）

目標（地域）

３月17日
（土）

神戸空襲

WSM287 161918K 161818 170318 S170908K 呉−高知地域
3PRM84 170405K 170305 171005 G171845K 神戸−大阪地域
3PRM85 170406K 170306 171006 神戸−大阪地域
3PRM86 170605K 170505 171205 G172015K 神戸−大阪地域
WSM288 170607K 170507 171207 S172045K 九州地域
3PRM87 170658K 170558 171258 G172155K 神戸−大阪地域
WSM289 170720K 170620 171320 S172043K 東京地域
WSM290 171710K 171610 172310 S180330K 静岡地域

３月18日
（日）

314RSM7 171809K 171709 180009
G180952K 及

181015K
長崎−佐世保−大村地域，
２機

3PRM88 （180330K）＊ （180230） （180930） S181730K 神戸−大阪地域
WSM291 （180655K）＊ （180555） （181255） G182055K 沖縄地域
WSM292 （180710K）＊ （180610） （181310） S182110K 東京
WSM293 181302K 181202 191902 G190401K 名古屋三菱工場

３月19日
（月）

名古屋空襲

3PRM89 （190215K）＊ （190115） （190815） G191615K 名古屋−神戸地域
WSM294 190635K 190535 191235 G192215K 沖縄地域
WSM295 190522K 190422 191122 − 名古屋

注：＊は，元資料に出撃時刻の記載がないこと，−は不明を示す。
　　（　）内の時間は帰還時刻から逆算（14時間マイナス）した推定の出撃時刻（K 時）。
　　［　］内の時間は推定出撃時刻（K 時）を日本時間に換算（１時間マイナス）。

（出所）「作戦要約」より作成。
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だ。
防空に就いてもさうだ。警報が出ても寝ながらラジ
オを聞き敵はまだ遠いなどといつて居る。そんなも
のに限つて敵を頭上に迎へどうして郷土を守り我家
を守らふとは考へず，ただ一身の安全許りを願つて
居る。こんな手合は服装を見れば一目で分る。それ
はさういふ人には戦場だといふ心構へがないから服
装のどこにもそれが現はれて居らぬ。それ許りか夜
寝る時には寝着に着換へてゆつくり寝やうなんて不
心得も甚しいものがまだまだある。考へても見るが
よい。戦地の兵隊が寝着を持て居るかどうか。また
日中内地も戦場だといひながら着流してゐて警報に
びっくり慌ててモンペをはく。外出するのに鉄兜も
棉頭巾も持たず，途中サイレンが鳴り出すとマゴマ
ゴした挙句，警防団に怒鳴り散らされる。こういふ
人達は家の整理は出来ても心の整理が全然出来て居
らぬ。爆弾が恐ろしいと穴倉の中に縮こまつたり，
焼夷弾が落ちると消す所か第一に抜け出すのはこう
いふ手合ひだ。
要するに，国民の多数がこんな不様では今度の戦争
には勝てぬ。敵は愈々近く，遂に戦が本土にさへ迫
つて来るやうになつたのも実をいへば，こういふ人
が多いからで，敵にとつては誠に都合のよい人間で
ある。代りに我が国家としては迷惑千万なる存在
で，非国民とはこういふ人間をさしていふ言葉なの
だ。一億の国民半分がこんな非国民だつたら期待し
た半分しか力がない。九割までがさうだつたら十分
の一の力しかないことになる。自分は今，この点を
考へると肌に粟の立つのを禁じ得ないのだ。
繰返していふ，我が国は今危急存亡の関頭に立つて
ゐる。この難関を切抜け尊厳な国体を護持してゆく
のは我々国民の力だ。その力をそぐやうな非国民の
存在は半日と雖も赦さるべきでない。お互が口にす
る一億敢闘を空念仏に終らせるやうでは日本帝国も
もうお仕舞ひだ。非国民よ今からでも遅くない。眼
を醒して我々と共に起て。君等の体にも赤い血が流
れて居る筈だ。

三月十八日
（139）午前九時半を少しすぎた頃，突然，警戒警報
のサイレンが風に乗つてきた。いつものことながら

た。真に古今未曾有であり国家危急存亡の秋であ
る。
一億の国民悉くが身を以て体験した今度びの戦ひは
文字を以てしては表はせない程の激烈さだ。然しこ
の激しい戦ひも我々に下された天の試練だ。この試
練に打ち勝つてこそ将来に向つて我が大和民族の発
展が約束されるのだ。我々は帝国三千年の光輝ある
歴史即ち尊厳なる国体を守りぬく為に生れて来たの
だ。命が何だ，財産が何だ。
かつて一億の民悉くが一心となり外敵に当つてゐ
る。現在我が精鋭は已に八ヶ年を大陸に転戦し，或
は眇たる小島に困苦缺亡をものともせず身命を賭し
て戦つて居る。全員玉砕の悲報もしばしば伝へられ
居るではないか。これを内に見れば銃後も戦場とな
つた今日，国民の悉くにその心構へがあるかどう
か。成る程或るものは兵器の製造に寝食を忘れ，或
るものは食糧増産に精魂を打ち込んで居る。また敵
の来襲には女子供までが立ち上り勇敢に国土防衛の
任について居る。こうして一応は戦時体制の整ふた
かに見へる。然し，立入つてその内情を見るとそこ
に遺憾な点が頗る多い。例を挙げるならば軍の原動
力ともなるべき兵器弾薬を作る人たちの間に利潤追
求を目当てとするものあり。また折角増産した食糧
を闇に流して恥とも思はない農家がある。其外，供
出を命ぜられも自分の都合を楯にそれを拒んだり，
貯蓄増強の声を尻目に闇に憂身をやつし五円や十円
何とも思はぬものが僅か一円の貯金を出し渋つた
り。そのくせこんな手合に限つて配給が少いの，こ
れでは足らぬなど小言をいふ。こんな人達こそ国家
を犠牲にしても自己の満足を図らうといふ手合だ。
そして或るものは言ふ。配給は少いし食はねば働け
ぬと。この人たちは戦地で兵隊が食はずに戦つて居
る事実を知らぬのだ。またこれを供出すれば代品が
手に入らないともいふ。手に入らねば何なり代用品
で間に合せるといふ工夫と熱意に欠けた人だ。そし
て国家の要求を自分の都合で一蹴し，免かれて恥と
思はない愚物だ。
凡そこんな愚物に国家総力戦の意味が分る筈がな
い。分らぬから大に参加して大に戦はふといふ気魄
がない。こんな連中がまだその辺にうようよして居
る。形勢日々に不利なのはこんな手合が多いから
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身を郷土に捧げてゆくならそこに働き甲斐を見出せ
よう。老人だとて疎開など少くも自分にとつては問
題ではない。せめて働ける間思う存分働かして貰ひ
たいものだ。

（140）弦月清く照し西北の風が吹きしきる寒い晩
だ。今夜もまた一度や二度は起されるのもと覚悟し
て少し早めに床についた。漸く眠りに落ちやうとす
る午后八時十分，警戒警報のサイレンが鳴り出し
た。すぐはね起きて戸外に出ると宵にも増して身に
しみる寒さだ。寒暖計を見るとけふ彼岸の入りだと
いふに F の三十八度。丸で寒中の気温だもの寒い
筈だ。
情報によると，敵一機が志摩半島の南岸に到達し北
進中だといふ。続いて伊勢湾を北進し，津の附近を
通過したといふ。めざすは名古屋に違ひない。そし
て脱出口を求めてこちらに来るだらうとの予想で待
機すると，こやつ名古屋へも寄らず，岐阜附近を北
上し，三十分後には日本アルプスを音もなく越へて
福井に達し，大聖寺附近で旋回してから引返し琵琶
湖に出，それから東に向をかへ名古屋にやつて来
た。小癪にも敵はここで焼夷弾を投下した後，浜名
湖に向ふらしい。やがて西方から例の爆音が聞へて
来た。満天の星を縫ふやうにして市の南寄りを通
過，二川方面に消へていつた。情報では，岡崎付近
を東南進の模様といふが，その頃は已に豊橋上空を
通過した後だ。かくて敵は浜名湖附近から洋上に脱
去し，九時十五分警報は解除されたが前後を通じ一
時間も寒風に曝されてすっかり震へ上がったこと
だった。

侵入一機　志摩半島より侵入，北陸に到り引返し
名古屋に投弾して浜名湖より脱去

［解説］３月18日の日誌は「現状を直視せよ」と
題して，建国以来「今日のやうに夜を日につい
で敵を我が頭上に迎へ，この本土までが戦場と
なつたやうなことは未だかつてなかつた。真に
古今未曾有であり国家危急存亡の秋である」と
いう文章で始まっている。そしてさまざまな事
例を挙げて「国民の多数がこんな不様では今度
の戦争には勝てぬ。敵は愈々近く遂に戦が本土

これをきくと，畜生またうせたかと闘魂の身内に漲
ぎるを覚へる。外に立つと吹く北風は冬程につめた
いが，仰げばまだ浅い春の日は燦として大そらに輝
き，庭の木々は枝々に若めの兆しを含んで春を待ち
兼顔だ。人と草木に何といふ境遇の違いであらう。
すぐ太鼓を打つて組内へこれを知らせる。
情報によると，潮岬西方に敵艦載機が現れ来襲の恐
れがあるといふので待機の姿勢に入る。先達も経験
したやうに，艦載機となると B 二十九とはまた戦
法が違ふ。然し，烈々たる闘魂を以て臨機応変の処
置をとる迄だ。くるならいつでも来いと待ち受けた
が，十時半頃，此の敵は本土に接近する模様もな
く，中部軍管内にも東海軍管内にも現はれず，依然
として情報もないからと警報は解除された。警報は
解除されても，敵は何か目論見てゐるらしいので油
断はならぬが，其時はその時のことと一先づ緊張を
解いた。

艦載機接近の兆しありしも姿を現はさずして終る

疎開と自分
仇共がふらすやたまも身にうけてゆるがせはせじや
まとしまねを
敵の空襲は日を追ふていよいよ激化してゆく。蓋
し，敵は物量の力を以て皇国を焦土と化し，戦意を
沮喪せしめんとして居ることは明かで，従てその来
るや無差別爆撃に終始し，民衆の殺傷を狙つて居
る。
然し，敵がどんな手段で臨もうとも，我々のもつ大
和魂をどうすることも出来ない。それ処か大和魂そ
のものこそ一難を経ることに愈々光輝を増してゆ
く。我々にこの大和魂のある限り大日本帝国は断じ
て破れるものでない。老人でも見よ敵の物量には限
りがあるけれども我々の大和魂には限りがない。か
くて有限を以て年限を征服することは絶対に不可能
だ。自分はこれを信じ警報の発令される毎に頭書の
歌を一誦し待機することにしてゐる。
近く当局は足手纏の老人や子供に疎開を勧めて居
る。六十路の坂をとくにこした自分等はその仲間
だ。然し自分はかねてから愛するこの郷土を敵の手
より守つてゆく決心だ。自分が組のため町のため一
役を買て出たのもそのためで，かくて命ある限り一
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WSM293である。名古屋空襲を記録する会
（1985）は，この日，B-29，１機が中川区平野
製作所への投弾を記録（18頁）している。

三月十九日
（141）名古屋がまたやられた。次々に帝都，名古
屋，大坂，神戸と大都市を狙ふ敵として十一日の名
古屋空襲が一番不成績だつたさうだ。それだけ名古
屋市民が一丸となり敢闘したのだ。その腹癒せでも
あらうか今暁再び敵めが名古屋をめざしてやつて来
た。
時は丁度午前二時十分，警戒警報のサイレンが夜空
に鳴り渡る。その少し前用便に起きまだ眠らないで
ゐた折とてすぐ起きいでて情報をきく。志摩半島の
沖合を北上する敵の数編隊があるといふ。さては畜
生めまたやつて来たなと婆さん共々待機に就く。準
備といふ準備は手抜かりなく，とくに出来て居る。
敵頭上に迫れば壕に入り，去れば出て家を守る許り
だ。空は相変らず晴れ，寒さに変りはないが，風が
すつからり凪いだのが有難い。十分程するといよい
よ空襲警報だ。いつ最後となつても心残りない様に
と，神前に拝礼するとすつかり心が落付いた。その
ころ先登の敵機は名古屋に侵入焼夷弾をばら撒いて
もと来た道を帰つてゆく。来るやつ来るやつが悉く
同じ手だ。それも五波十波と追々に数を増してゆ
く。そのコースは志摩半島から三河湾に入り西尾，
岡崎を経て名古屋を襲ひ，三重県を南下して洋上に
出てゆくのでこちらには一向御無沙汰だ。余り寒い
ので焚火に暖をとりお茶を呑んでゐると，三時頃，
西方から爆音が聞へ頭上に迫つてくるらしく待避の
鐘が鳴り出した。もう爆弾も焼夷弾も名古屋へ落し
て来たので素手だとは思ふが，落しそこなつたやつ
がどこへ棄てゆかぬとも限らぬと貴重品を持たせて
婆さんを壕へやる。間髪をいれず敵は真上を通つて
東南二川方面さして消えてゆく。その爆音が聞へな
くなつたと思ふと，次のがまたやつて来て北寄りを
通つてゆく。これは二編隊らしい。それから後この

にさへ迫つて来るやうになつたのも実をいへ
ば，こういふ人が多いから」だと戦争に協力的
とは思われない人々を強く非難している。政府
や軍部の意見を代弁しているだけであろうが，
裏を返せば，日本軍の劣勢と日々の空襲の恐怖
に，厭戦気分が広く蔓延しつつあることに対す
る焦りとも取れる。あとは精神論で不安を覆い
隠すしかない。

　　また，18日には「疎開と自分」と題する文章
も書いている。「当局は足手纏の老人や子供に
疎開を勧めて居る」。日誌の筆者も老人の仲間
であると自覚しつつも「自分はかねてから愛す
るこの郷土を敵の手より守つてゆく決心だ」と
して，自らの疎開の可能性を否定している。

　　日誌によれば，この日は「午前九時半を少し
すぎた頃突然警戒警報」が発令され，「すぐ太
鼓を打つて組内へこれを知らせる」。間もなく
解除されるものの「潮岬西方に敵艦載機が現れ
来襲の恐れ」という情報に緊張する。実は，３
月14日，米58機動部隊は，沖縄戦に備えて九
州，本州西部，四国の飛行場や海軍基地を攻撃
するため，南太平洋のウルシー環礁を出撃し
た。そして，18日には九州の各飛行場を攻撃，
19日には本州西部および四国の飛行場，神戸，
呉に停泊中の軍艦を攻撃した。

　　その後，「午后八時十分警戒警報のサイレン」
が鳴った。「一機が志摩半島の南岸に到達し北
進」し，最終的に名古屋に投弾して浜名湖附近
を洋上に抜けた。そして「九時十五分警報は解
除」となった。

　　米軍資料（第35表）によれば，314RSM7（２
機［長崎−佐世保−大村］），3PRM88（神戸−
大阪），WSM291〜293の５機が来襲した28）。こ
のうち WSM292（東京）と WSM293（名古屋
三菱工場）に500ポンド GP をそれぞれ14発と
12発をレーダー投下した。日誌の午後８時過ぎ
の警戒警報は，名古屋三菱重工を爆撃した

　 　
28） 『朝日新聞』1945年３月18日および同月19日には少数機の B-29による日本への来襲情報は掲載されていない。原田良次

（1973）下，には，「正午 B29少数機来襲す。投弾す」（11頁）とのみある。WSM292であろうか。
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理はない。こやつ市の南よりを東に通過したが投弾
した模様もない。まだこの上空に居る敵機に対し，
情報では渥美半島方面から南方洋上に脱去したとい
ふが，脱去処か東へ東へと長々しい尾を曳いて進ん
でゆく。情報と実際の喰ひ違ひはしばしばあるが，
今暁のといひ今度のといひそれ許りを当にせず，地
方地方により特別な注意と状況判断の必要なことを
つくづく味つた。
　 侵入一機　近畿より侵入，この上空を経て東進

［解説］４都市に対する夜間低高度からの焼夷空
襲で「一番不成績だつた」名古屋に対して２回
目の空襲が行われた。日誌によれば，「丁度午
前二時十分，警戒警報」が発令された。それは
10分ほどして空襲警報に変わった。その後「先
登の敵機は名古屋に侵入焼夷弾をばら撒いても
と来た道を帰つてゆく」それが「五波十波と
追々に数を増してゆく」。「この上空を通つてゆ
く敵機は引も切らず，爆音と待避信号の連続」
という状態がつづいた。そして，「西天を望む
と火の手がいよいよ揚つたと見へますます明る
く見へ」た。５時近くになって「一方では解除
の信号が鳴り一方では待避の信号が鳴るといふ
騒ぎ。それも間もなく済んで五時十分，警戒警
報も解除された」と記している。

上空を通つてゆく敵機は引も切らず，爆音と待避信
号の連続だ。初め三重県を南下して脱去した敵は中
頃からこちらに脱出口を求めたと見へる。このころ
敵は次々に来襲し，十波が二十波となり三十波とな
り名古屋を襲ふてはこちらにくる。その内便意を催
し堪え切れなくなつて頭上に爆音を聞ながら便所に
入つた。ふと気がついて睾丸を捜つて見るとダラリ
として居る。これなら大丈夫と自ら意を強くした事
だつた。西天を望むと火の手がいよいよ揚つたと見
へますます明るく見へてくる。こうして頭上を通つ
た敵は二十四或はそれ以上に達したてあらう。婆さ
んが壕にゐて十四五回までは数へたがそれからは数
へ切れなんだといふ。
四時半頃まで来襲した敵機は遂に三十九波に達し，
それが通るたびに壕へ入つたり出たり。五時に近く
この最後のやつがやや南寄りを通つて脱去の最中，
空襲警報が解除され，一方では解除の信号が鳴り一
方では待避の信号が鳴るといふ騒ぎ。それも間もな
く済んで五時十分，警戒警報も解除された。その間
前後を通して実に三時間。その内に時間は息詰るや
うな緊張の連続だつた。壕から婆さんが出た時はも
う夜は白々と明け放れてゐた。

来襲百数十機　再度名古屋爆撃　撃墜四機撃破
八十機

前の空襲が一段落をつげお互が朝食を取つたか取ら
ない午前七時，今度は艦載機十機が近畿地区に侵
入，外に四国沖に約百機と紀州沖に四十機が居ると
の情報だ。こやつらは已に昨日朝から機動部隊を以
て九州東南部に接近し，艦載機を飛ばしてその南部
や東部に波状攻撃を加へて来た奴等で，相等大規模
のものらしい。東進の模様があるので注意を怠らな
かつた処，八時頃になるともうこちらに侵入する様
子は解消したのでやれやれと思ふと，九時頃，今度
は B 二十九二機が近畿に侵入，うち一機が大坂，
奈良を経てこちらにくるらしい。警報は出さないが
注意を怠るなとの情報。間もなくこやつ名古屋に侵
入し，まだ今暁の劫火消えやらぬ市街を偵察し，東
進する気配に西天を注視してゐると果して雲の尾を
曳いて高高度をやつて来た。直ちに待避の合図を打
つ。警報もなくて直に待避だから人々の驚いたも無

第48図：３月19日名古屋空襲の飛行コース
（出所）「作戦任務報告書」No.44.
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た　　で囲まれた地域）が設定され，その中に
３つの照準点（○×○×）が示された。鳥の喉元
に名古屋城が，首の後ろから背中にかけてのラ
インは東海道線と重なり，首の後ろが名古屋
駅，その南側に笹島駅が見える。

　　この爆撃では，先導機が焼夷区画に設定され
た照準点に M47A2と M69集束弾を投下，火災
を発生させた。つづいて主要部隊がその火災を
目印に焼夷弾を投下した。焼夷区画１号内に投

　　米軍資料によれば，73航空団140機，313航空
団121機，314航空団49，計310機が日本時間の
18日18時35分〜20時56分にマリアナを名古屋に
向けて出撃した。飛行コースは志摩半島（波切
付近）を上陸地点，明野ヶ原を IP として名古
屋に向かうもので（第48図参照），名古屋湾口
が間接照準点であった。名古屋市街地中心部に
は第49図にある鳥の上半身のような焼夷区画１
号（損害評価用航空写真に筆者が書き加え 

第49図：３月19日空襲後の名古屋市街地の航空写真
（注）河川を除く，市街地の白く抜けた部分が焼失地
域。———線で囲まれた部分が名古屋焼夷区画１号。○×○×
のマークは照準点（爆撃中心点）。

（出所）「作戦任務報告書」No.44.
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された。また，４都市に対する「焼夷電撃戦」
の実施とほぼ並行して沖縄戦に向けた準備も進
められ，14日以降，第58起動部隊が日本近海に
進出し，18日からは九州，四国，西日本の飛行
場などへの攻撃を開始した。一方，B-29は沖縄
戦援護のためのスターベイション作戦（機雷投
下），特攻機が出撃する航空基地の爆撃という
戦術爆撃に従事することになった。次号ではこ
うした状況も背景に見ながら日誌を読み進めて
いきたい。

 ＜次号につづく＞

弾した B-29は290機に上った。また損失機は１
機のみであった29）。投下時間は02時04分〜03時
48分，高度は4,500〜9,000フィート（約1,317〜
2,743m）であった。また，目標に投下された
爆弾は，M47A2，27,789発（958.4トン），M17A1，
450発（114.5トン），E28，219発（36.5トン），E46，
905発（181.0トン），E36，327発（54.4トン），M76，
1974発（493.5トン），M64，76発（19.0トン）な
どであった。このように多様な焼夷弾が投下さ
れたのは，M69集束焼夷弾の供給量の不足によ
るもので，M64GP は対人殺傷用で，消化活動
を阻止するためのものとされた。

　　米軍資料によれば，今回の爆撃により2.95平
方マイル（7.6㎢）が焼失し，以前の爆撃によ
る焼失地域を合わせて，５平方マイル（12.9
㎢）が破壊された。これは名古屋市の面積（43
平方マイル）の11.6％に当たる。また，焼夷区
画１号（5.9平方マイル）のうち3.4平方マイル，
すなわち57.5％が焼失した。名古屋空襲を記録
する会（1987）によれば，この日の爆撃で死者
1,039人，全焼家屋35,935戸を出した。

　　なお，３月19日には名古屋空襲後の「午前七
時，今度は艦載機十機が近畿地区に侵入，外に
四国沖に約百機と紀州沖に四十機が居るとの情
報」が入った。さらに「九時頃，今度は B
二十九二機が近畿に侵入，うち一機が大坂，奈
良を経て」「間もなくこやつ名古屋に侵入し，
まだ今暁の劫火消えやらぬ市街を偵察」して豊
橋南方を去った。米軍資料（第35表参照）によ
れば，3PRM89（名古屋−神戸），WSM295（名
古 屋 ） が 侵 入， 後 者 は500ポ ン ド GP12発 を
レーダー投下した。日誌の B-29は3PRM89と考
えられるが，後者については不明である。

　　既述のように，300機を超える B-29による夜
間低高度で大量に焼夷弾を消費した。このた
め，とりわけ M69をはじめとする焼夷弾の供
給不足をきたすようになり，３月20日の名古屋
空襲以降，４月いっぱい，都市焼夷作戦は休止

　 　
29） 作戦任務報告書41。『朝日新聞』（1945年３月20日付）は「B29名古屋市を暴爆　咋暁，百数十機来襲」「四機撃墜・

八十機に損害」などと報じた。
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